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次

一
、
は
じ
め
に

二
、
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
の
訓
法
の
検
討

三
、
天
理
図
書
館
蔵
本
朝
文
粋
鎌
倉
中
期
写
本
、
醍
醐
寺
蔵
本
朝
文
粋
延
慶
元
年
写
本
と
の
比
較

四
、
む
す
び

一
、
は
　
じ
　
め
　
に

藤
原
明
衡
の
編
纂
に
な
る
漠
詩
文
集
「
本
朝
文
粋
」
に
は
、
真
福
寺
蔵
建
保
五
年
二
≡
七
）
写
巻
第
十
四
、
神
田
喜
一
郎
氏
蔵
寛
喜
二

年
（
二
二
二
〇
）
写
巻
第
六
、
真
福
寺
蔵
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
写
巻
第
十
二
・
十
四
（
藤
原
商
家
点
）
、
醍
醐
寺
蔵
延
慶
元
年
二
三
〇
八
）

（1）

写
巻
第
六
、
天
理
図
書
館
蔵
鎌
倉
中
期
写
巻
第
十
三
、
等
々
、
鎌
倉
時
代
の
書
写
・
加
点
本
が
数
々
知
ら
れ
て
い
る
。
が
、
後
述
の
身
延
山

久
遠
寺
蔵
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
写
本
を
除
け
ば
、
大
部
分
は
巻
第
六
、
十
三
、
十
四
を
中
心
と
す
る
一
巻
乃
至
は
二
巻
の
み
の
抄
本
で
あ

る
。
そ
れ
ら
の
中
に
あ
っ
て
、
久
遠
寺
本
は
、
全
十
四
巻
の
内
巻
第
一
の
み
を
欠
く
十
三
巻
を
有
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
全
巻
を
有
す
る
本
朝
文

粋
の
鎌
倉
時
代
の
古
写
本
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
し
か
も
久
遠
寺
本
は
、
明
経
家
の
清
原
教
隆
（
二
九
九
～
一
二
六
五
）
の
加
点
し
た
本
の

久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
清
原
教
隆
点
の
訓
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
譜
　
研
　
究

（2）

転
写
本
で
あ
る
こ
と
が
奥
書
よ
り
知
ら
れ
、
清
原
家
の
訓
点
を
伝
え
る
本
朝
文
粋
の
伝
本
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋

の
国
語
学
上
の
重
要
性
、
と
り
わ
け
漢
文
訓
読
史
上
の
重
要
性
に
は
、
少
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
第
一
は
、
本
書
が
、
漢
籍
の
訓
読
を
専
門
と
す
る
明
経
家
・
紀
伝
家
（
こ
の
場
合
明
経
家
）
　
の
加
点
に
な
る
、
日
本
漠
詩
文
集
で
あ
る

（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
書
に
よ
り
、
儒
者
に
よ
る
日
本
漢
詩
文
の
訓
読
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
本
邦
に
お
け
る
漢
文
訓
読
に
お
い
て
、

平
安
中
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
、
儒
者
に
よ
る
漢
籍
の
訓
読
と
、
僧
侶
に
よ
る
仏
書
の
訓
読
と
の
間
、
更
に
は
和
化
漢
文
の
訓
読
と
の

（6）

間
に
は
、
助
字
の
訓
法
を
中
心
と
し
て
、
訓
法
に
種
々
の
対
立
点
の
あ
る
こ
と
が
、
小
林
芳
規
博
士
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
点
を
考
え
合
せ
る
な
ら
ば
、
と
り
わ
け
、
儒
者
に
よ
る
本
書
の
訓
法
が
漢
籍
の
訓
法
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
異
質
の
も

の
で
あ
る
の
か
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
清
原
教
隆
の
加
点
に
よ
る
漢
籍
も
、
書
陵
部
蔵
（
金
沢
文
庫
本
）
春
秋
経
伝
集
解
や
金
沢
文
庫
本
群
書
治

要
経
部
な
ど
が
現
存
し
て
お
り
、
明
経
家
教
隆
個
人
に
お
け
る
、
本
朝
文
粋
と
漢
籍
と
の
訓
法
の
直
接
の
比
較
も
可
能
で
あ
る
。

右
の
事
は
ま
た
、
日
本
人
の
手
に
な
る
漢
詩
文
の
訓
法
と
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
解
明
す
る
一
つ
の
緒
と
も
な
り
得
よ
う
。
漢
籍
や
仏
書
の

訓
法
の
研
究
の
進
展
に
比
し
て
、
日
本
漢
詩
文
の
訓
法
の
研
究
は
殆
ど
進
ん
で
い
な
い
と
言
っ
て
良
か
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
近
年
、
山
本
真

吾
氏
は
、
い
わ
ゆ
る
〝
和
漢
混
清
文
″
よ
り
な
る
平
家
物
語
の
文
章
に
、
日
本
漢
詩
文
の
影
響
が
少
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
、
用
語
の

（7）

面
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
の
流
れ
か
ら
考
え
て
も
、
今
後
、
日
本
漢
詩
文
の
訓
法
や
そ
れ
に
基
く
文
体
に
つ
い
て

の
研
究
も
進
め
ら
れ
る
べ
き
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
本
朝
文
粋
に
は
、
ひ
と
口
に
漢
詩
文
と
言
っ
て
も
、
詔
・
官
符
・
表
・
奏
状
な
ど
の
公
文
書
の
類
や
詩
序
や
願
文
等
々
、
諸
種
の

漢
文
が
採
ら
れ
て
お
り
、
久
遠
寺
本
が
全
十
四
巻
中
十
三
巻
を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
諸
種
の
日
本
漢
文
の
訓
法
に
つ
い
て
、
そ

の
一
端
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
意
義
も
大
き
い
と
言
え
よ
う
。
加
え
て
、
本
朝
文
粋
自
体
の
訓
読
の
歴
史
を
知
る
上
で
も
、
訓
点
の
素
姓
が

明
ら
か
で
あ
る
本
書
は
、
特
に
重
要
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
の
訓
法
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
小
林
芳
規
博
士
が
、
天
理
図
書
館
蔵
本
朝
文
粋
鎌
倉
中
期
写
巻
第
十



三
に
つ
い
て
、
久
遠
寺
本
と
の
訓
法
の
相
違
点
を
、
特
に
対
応
箇
所
に
つ
い
て
、
和
訓
に
読
む
か
字
音
に
読
む
か
、
助
動
詞
や
助
詞
等
を
読

添
え
る
か
否
か
、
対
句
の
上
旬
と
下
旬
と
を
一
文
に
訓
読
す
る
か
二
文
に
訓
読
す
る
か
、
和
訓
や
テ
ニ
ヲ
ハ
の
相
違
、
の
四
つ
の
視
点
か
ら

（8）

抜
粋
例
に
よ
っ
て
比
較
さ
れ
、
天
理
本
が
藤
原
家
の
訓
読
を
伝
え
た
も
の
で
は
な
い
か
と
の
推
定
を
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
金
原
理
博

（9）

士
に
よ
る
久
遠
寺
本
巻
第
二
の
読
下
文
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
久
遠
寺
本
の
訓
法
を
本
格
的
に
扱
っ
た
研
究
は
未
だ
知
ら
ず
、
ま
た
右

の
小
林
芳
規
博
士
の
論
考
に
お
い
て
も
、
漢
籍
、
仏
書
、
和
化
漢
文
の
間
で
訓
法
に
対
立
が
あ
る
と
さ
れ
る
助
字
等
の
訓
法
に
つ
い
て
は
＼

特
に
言
及
は
さ
れ
て
い
な
い
。
本
朝
文
粋
の
久
遠
寺
本
以
外
の
点
本
の
訓
法
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
も
、
小
林
芳
規
博
士
の
右
の
天

（10）

理
本
に
つ
い
て
の
論
考
と
、
同
じ
く
小
林
芳
規
博
士
に
よ
る
醍
醐
寺
蔵
本
朝
文
粋
延
慶
元
年
写
巻
第
六
の
訓
読
（
読
下
文
）
が
あ
る
も
の
の
、

訓
法
に
つ
い
て
本
格
的
に
検
討
し
た
も
の
は
ま
だ
見
な
い
よ
う
で
あ
る
。
久
遠
寺
本
を
含
め
、
本
朝
文
粋
の
訓
法
に
関
す
る
研
究
は
、
ま
だ

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
と
言
っ
て
良
か
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
認
識
か
ら
、
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
の
訓
法
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
そ
の
際
、
今
回
は
基
礎

的
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
、
小
林
芳
規
博
士
が
、
漢
籍
、
仏
書
、
和
化
漢
文
の
間
で
訓
法
に
対
立
が
あ
る
と
さ
れ
た
、
特
定
の
助
字
等
の
主

な
も
の
を
取
上
げ
て
、
そ
の
訓
法
に
つ
い
て
、
特
に
漢
籍
、
仏
書
、
和
化
漢
文
の
い
ず
れ
の
方
式
の
訓
法
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
視

点
か
ら
、
整
理
・
検
討
を
行
い
た
い
。

二
、
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
の
訓
法
の
検
討

小
林
芳
規
博
士
が
、
漢
籍
、
仏
書
、
和
化
漢
文
の
間
で
訓
法
に
対
立
が
あ
る
と
さ
れ
た
助
字
等
の
内
、
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
に
お
い
て
比

較
的
用
例
数
の
多
い
も
の
を
検
討
対
象
に
選
び
、
大
ま
か
に
、
田
漢
籍
と
仏
書
と
で
訓
法
に
対
立
が
あ
る
と
さ
れ
る
も
の
、
拗
（
仏
書
と
和
化

漢
文
と
が
同
様
の
訓
法
で
）
漢
籍
と
仏
書
・
和
化
漢
文
と
で
訓
法
に
対
立
が
あ
る
と
さ
れ
る
も
の
、
㈲
漢
籍
と
和
化
漢
文
と
で
訓
法
に
対
立
が

V那汎

あ
る
と
さ
れ
る
も
の
、
の
三
者
に
分
け
て
、
具
体
的
に
訓
法
の
検
討
を
行
う
。
な
お
、
上
述
の
如
く
本
朝
文
粋
に
は
諸
種
の
文
章
が
収
載
さ

久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
清
原
教
隆
点
の
訓
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇

れ
て
お
り
、
そ
の
文
章
の
種
類
に
よ
っ
て
訓
法
に
相
違
が
存
す
る
可
能
性
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
久
遠
寺
本
全
体
を
一
括

（12）

し
て
検
討
し
、
右
の
点
に
つ
い
て
は
適
宜
言
及
す
る
こ
と
と
す
る
。

m
漢
籍
と
仏
書
と
で
訓
法
に
対
立
が
あ
る
と
さ
れ
る
も
の

検
討
対
象
に
選
ん
だ
助
字
等
の
内
、
こ
こ
に
該
当
す
る
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
令
（
使
役
）
　
②
耳
・
而
巳
　
③
於
（
前
置
詞
）
　
④
以
為
・
謂
　
⑤
在
（
マ
ス
・
マ
シ
マ
ス
）
　
⑥
言
・
辞
（
コ
ト
・
コ
ト
バ
）

以
下
、
順
を
追
っ
て
見
て
行
く
。

①
「
令
」
（
使
役
）
　
（
同
用
法
の
「
使
・
遣
・
倖
・
教
」
も
含
め
る
）

漢
籍
で
は
「
（
ヲ
）
シ
テ
…
シ
ム
」
と
再
読
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
仏
書
で
は
「
ヲ
シ
テ
」
が
再
読
に
よ
ら
ず
読
添
え
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。

久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
で
は
、
「
ヲ
シ
テ
…
シ
ム
」
と
読
ま
れ
る
場
合
、
全
例
再
読
に
よ
る
。

に

シ

て

　

　

　

を

　

セ

　

　

　

　

を

将
令
　
万
物
．
達
二
其
飴
－
萌
（
平
）
也
（
四
1
1
7
2
論
奏
）

弗
　
博
㌘
朴
　
を
　
シ
ノ
カ
ホ
ウ
　
　
　
を
　
カ
ウ
　
　
　
　
　
に

縦
使
レ
臣
．
凌
二
崩
（
平
）
－
浪
於
竃
（
平
濁
）
－
頭
一
・
（
五
m
1
3
表
）

シ

ム

ト

モ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

曇

こ
の
ほ
か
再
読
に
よ
ら
ず
「
シ
ム
」
と
の
み
読
む
も
の
、
同
じ
く
「
（
ヲ
）
シ
テ
」
と
の
み
読
む
も
の
（
少
数
例
）
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

仏
書
式
に
「
ヲ
シ
テ
」
を
読
添
え
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。

ク

ツ

ケ

て

　

　

に

シ

メ

ヨ

　

か

を

普
告
遇
l
迩
．
伸
知
朕
意
．
（
二
8
8
詔
）

シ

テ

カ

　

　

を

　

　

　

　

セ

ン

　

　

　

　

　

　

を

国
－
宰
令
何
－
人
・
備
－
進
調
（
上
濁
）
】
庸
（
上
）
乎
．
（
二
5
4
1
意
見
封
事
）

（14）

「
令
」
　
の
訓
法
に
つ
い
て
は
、
漢
籍
型
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

②
「
耳
・
而
巳
」

漢
籍
で
は
「
耳
・
而
巳
」
自
体
は
「
ノ
ミ
」
と
読
ま
れ
、
上
に
「
ラ
ク
」
（
又
は
「
ナ
ラ
ク
」
）
「
マ
ク
」
が
読
添
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
仏

書
で
は
「
耳
・
而
巳
」
自
体
が
「
ラ
ク
（
ナ
ラ
ク
）
　
ノ
ミ
」
「
マ
ク
ノ
ミ
」
と
読
ま
れ
る
と
さ
れ
る
。
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
で
は
、
「
ラ
ク
（
ナ



ラ
ク
）
」
「
マ
ク
」
が
読
添
え
ら
れ
る
も
の
2
3
例
、

ナ
ク
〈
ア
フ
タ
テ
ク
カ
ラ
ス
　
カ
シ
ラ
ヘ
ン
ス
ル
　
ケ
を
　
　
を
　
　
ノ
ミ

泣
　
仰
　
烏
l
頭
懸
レ
　
毛
之
恩
－
而
】
己
．
（
七
掴
1
1
奏
状
）

の

　

　

フ

　

の

に

　

　

　

　

　

と

ナ

ラ

ク

　

　

　

ノ

ミ

此
花
之
遇
二
此
時
】
也
・
紅
－
艶
与
二
薫
軍
而
l
巳
．
（
十
8
2
4
詩
序
）

ナ
カ
ラ
マ
ク
カ
サ
ネ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
て
フ
サ
ク
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
ミ
を
ノ
ミ

莫
下
　
草
一
地
－
中
之
山
一
．
以
塞
中
　
天
下
之
望
上
耳
（
二
1
3
1
4
勅
答
）

（15）

そ
の
一
方
で
「
耳
・
而
巳
」
自
体
を
「
ラ
ク
（
ナ
ラ
ク
）
ノ
ミ
」
「
マ
ク
ノ
ミ
」
と
読
む
例
も
1
9
例
あ
る
。

シ

て

　

　

　

　

　

に

　

ア

ツ

ク

　

　

に

　

　

ラ

ク

ノ

ミ

蓋
取
二
三
百
六
十
日
一
．
関
二
於
四
時
一
・
耳
．
（
十
一
用
6
和
歌
序
）

コ
ヒ
　
エ
キ
を
　
　
ル
　
　
を
ナ
ラ
ク
ノ
ミ

唯
請
レ
益
　
受
レ
業
而
－
己
．
（
七
m
7
奏
状
）

ミ
ン
　
　
　
の
ナ
カ
ラ
　
フ
こ
と
サ
ル
こ
と
を
　
　
ラ
　
　
　
　
　
に
　
マ
ク
ノ
ミ

後
之
見
l
者
美
レ
咲
レ
不
　
　
到
二
佳
－
境
一
耳
　
（
八
3
3
7
1
書
序
）

タ
ヒ
は
　
シ
　
　
　
　
々
口
は
　
シ
　
　
　
ャ
ラ
ン
ヲ
モ
イ
を
　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
マ
ク
ノ
ミ

一
詠
（
音
二
　
吟
（
音
）
遣
二
懐
　
於
筆
－
硯
之
間
一
・
耳
．
（
十
一
甜
9
詩
序
）

こ
の
内
最
後
の
「
耳
」
の
例
は
「
ム
（
ン
）
　
マ
ク
ノ
ミ
」
と
読
ま
れ
て
お
り
（
他
に
も
う
1
例
あ
り
）
、
「
マ
ク
ノ
ミ
」
が
「
耳
」
の
固
定
訓

（16）

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
注
意
さ
れ
、
こ
れ
も
仏
書
に
現
れ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
「
ラ
ク
（
ナ
ラ
ク
）
」
「
マ
ク
」
の
読
添
え

（17）

が
な
く
、
た
だ
「
ノ
ミ
ナ
リ
」
（
「
ノ
ミ
ナ
ラ
ム
」
等
を
含
む
）
「
ノ
ミ
ヲ
」
と
読
む
例
が
あ
る
。

漢
籍
型
が
比
較
的
多
い
が
、
仏
書
型
も
少
な
く
な
く
、
両
者
が
混
清
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

コ

ヽ

に

③
「
於
」
（
前
置
詞
）
　
（
「
於
是
」
の
類
は
除
外
す
る
）

漢
籍
で
は
「
オ
イ
テ
」
と
読
ま
れ
る
の
に
対
し
て
、
仏
書
で
は
「
オ
イ
テ
」
の
ほ
か
「
（
ニ
）
シ
テ
」
と
読
ま
れ
る
も
の
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
で
は
、
「
オ
イ
テ
」
「
（
ニ
）
シ
テ
」
と
も
多
数
見
ら
れ
る
（
「
オ
ケ
ル
」
「
（
ニ
）
シ
」
も
少
数
例
あ
り
）
。

キ

カ

は

か

を

　

ヲ

イ

て

　

　

　

　

　

に

　

ジ

　

　

　

　

セ

若
聞
二
我
名
一
・
於
二
阿
－
稀
菩
－
提
一
．
不
二
復
退
－
韓
∴
（
十
二
Ⅲ
7
讃
）

シ

て

　

　

　

　

の

　

　

に

　

マ

ネ

イ

テ

刑
壷
尚
喜
白
⊥
栄
l
天
・
於
こ
履
幸
坊
閑
垂
．
招
二
慮
（
平
）
敲
六
－
撃
上
）
】
．
（
九
建
8
詩
序
）

仏
書
型
、
若
し
く
は
漢
籍
型
と
仏
書
型
と
の
混
清
と
言
え
よ
う
。

久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
清
原
教
隆
点
の
訓
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

④
「
以
為
・
謂
」

漢
籍
で
は
「
オ
モ
へ
ラ
ク
…
ト
オ
モ
ヘ
リ
」
「
オ
モ
バ
ク
…
ト
オ
モ
フ
」
な
ど
と
呼
応
語
を
伴
っ
て
読
ま
れ
、
こ
の
場
合
「
ト
オ
モ
ヘ
リ
」

「
ト
オ
モ
フ
」
が
下
に
読
添
え
ら
れ
る
場
合
と
、
「
ト
」
が
読
添
え
ら
れ
て
「
オ
モ
ヘ
リ
」
「
オ
モ
フ
」
が
再
読
に
さ
れ
る
場
合
と
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
仏
書
で
は
、
「
（
ト
）
オ
モ
フ
（
オ
モ
ヘ
リ
）
」
（
返
読
）
と
の
み
読
ま
れ
る
か
、
若
し
く
は
「
オ
モ
へ
ラ
ク
」
等
と
の
み
読
ま
れ

（18）

て
「
ト
オ
モ
ヘ
リ
」
等
の
特
定
の
呼
応
語
が
無
い
と
さ
れ
る
。
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
で
は
、
「
オ
モ
へ
ラ
ク
…
ト
オ
モ
ヘ
リ
」
「
オ
モ
バ
ク
…

ト
オ
モ
ヘ
リ
」
な
ど
呼
応
語
を
伴
う
例
が
大
半
を
占
め
、
こ
れ
ら
は
総
て
再
読
に
な
っ
て
い
る
。

へ
テ
ク
　
ク
ト
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ラ
タ
カ
ロ
ン
ス
ト
　
　
　
　
　
を

倫

公
l
家
以

助
　
圃
－
用
・
衆
－
庶
以
［
為
軽
　
　
天
－
工
．
（
二
6
4
6
・
7
意
見
封
事
）

ム

　

レ

タ

リ

ト

モ

　

　

シ

ト

　

ー

外

列

ラ

へ

　

　

　

　

ッ

ヵ

サ

生
　
　
猶
難
二
相
】
抗
一
．
（
十
二
1
7
6
7
記
）

「
以
為
」
に
は
こ
の
ほ
か
「
オ
モ
バ
ク
…
ト
オ
モ
ハ
ム
」
「
オ
モ
へ
ラ
ク
…
ト
オ
モ
ハ
ム
」
も
あ
る
。
但
し
「
謂
」
の
呼
応
の
例
は
右
l
例
の

み
で
あ
る
。
一
方
、
呼
応
語
の
無
い
例
も
存
す
る
が
、
右
よ
り
も
少
数
で
あ
る
。
た
だ
「
謂
」
は
こ
の
用
字
自
体
少
い
が
、
そ
の
中
に
お
い

て
は
呼
応
語
の
無
い
例
の
方
が
多
い
。

ヘ

ラ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ

ナ

リ

　

　

　

　

　

　

　

ー

　

セ

　

　

と

臣
・
以
－
為
春
－
蒼
夏
l
芙
・
猶
是
一
天
．
朝
l
東
暮
l
西
・
未
為
両
日
．
（
四
1
2
1
8
表
）

ヲ
モ
ハ
タ
　
　
　
　
　
　
　
は
　
て
　
ツ
ネ
に
テ
ン
ス
ル
を
　
　
　
　
シ
ユ
と
　
　
　
　
　
　
サ
レ
は
　
カ
フ
に
　
　
　
－
　
　
　
セ

即
－
謂
・
法
－
輪
以
二
恒
挿
一
．
為
レ
宗
．
善
－
根
非
随
レ
緑
不
レ
感
．
（
十
四
舗
3
願
文
）

ヲ
モ
ハ
タ
　
　
　
ヲ
モ
ン
ミ
ル
に

（
「
憶
　
」
「
謂
　
　
」
も
あ
り
）

但
し
「
（
ト
）
オ
モ
フ
」
と
返
読
す
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
ほ
か
「
謂
」
に
は
「
オ
モ
ヒ
キ
…
ム
コ
ト
ヲ
（
読
添
）
」
と
倒
置
に
読
む
例
も

あ
る
。少
く
と
も
「
以
為
」
は
再
読
が
原
則
で
あ
り
、
漢
籍
型
の
傾
向
が
強
い
と
言
え
よ
う
。
但
し
「
謂
」
を
中
心
に
仏
書
型
が
混
在
す
る
と
も

見
ら
れ
よ
う
か
。

⑤
「
在
」
（
マ
ス
・
マ
シ
マ
ス
）
　
（
同
様
に
読
ま
れ
る
「
有
」
も
含
め
る
）



漢
籍
で
は
「
マ
ス
」
と
読
ま
れ
る
の
に
対
し
て
、
仏
書
で
は
「
マ
シ
マ
ス
」
と
読
ま
れ
る
と
さ
れ
る
。
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
で
は
原
則
と

し
て
「
マ
ス
」
　
で
あ
る
。

マ

ス

ト

キ

に

　

　

　

　

　

の

こ

と

を

を

太
上
天
皇
在
　
世
・
未
聞
臣
下
撞
　
政
．
（
四
1
2
1
1
1
表
）

マ
ス

此
菩
薩
・
有
二
随
－
喜
功
－
徳
麒
一
・
（
十
二
1
6
3
1
3
讃
）

但
し
1
例
の
み
例
外
と
し
て
「
マ
シ
マ
ス
」
か
と
見
ら
れ
る
例
が
存
す
る
。

マ

ラ

＼

　

に

　

ヒ

故
l
菅
l
丞
l
相
・
在
　
儒
】
官
之
日
・
（
八
甜
8
書
序
）

全
体
と
し
て
は
漢
籍
型
と
言
っ
て
良
か
ろ
う
。

⑥
「
言
・
辞
」
（
コ
ト
・
コ
ト
バ
）
　
（
同
様
に
読
ま
れ
る
「
語
」
も
含
め
る
）

漢
籍
で
は
「
言
・
語
」
は
「
コ
ト
」
、
「
辞
・
詞
」
は
「
コ
ト
バ
」
と
読
分
け
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
仏
書
で
は
い
ず
れ
も
「
コ
ト
バ
」
と

読
ま
れ
る
と
さ
れ
る
。
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
で
は
、
「
言
・
語
」
は
「
コ
ト
」
が
原
則
で
あ
る
。

シ
ツ
カ
ニ
シ
テ
　
　
　
フ
に
を
　
　
マ
コ
ト
ナ
ル
カ
ナ
　
　
　
の
コ
ト

靖
　
　
而
思
レ
之
・
誠
　
　
哉
斯
言
．
（
二
5
1
3
詔
）

ル

に

　

コ

ト

　

ニ

シ

　

て

　

シ

ル

シ

登
レ
仙
之
語
・
信
（
音
）
而
有
レ
徴
．
（
八
鋤
1
4
詩
序
）

（19）

但
し
1
例
の
み
「
言
」
に
「
コ
ト
バ
」
が
あ
る
（
但
し
左
訓
）
。

の

　

ル

　

に

ミ

、

て

シ

フ

訴
　
】
　
言
　
到
l
虞
耳
初
聾
．
（
十
二
期
5
落
書
）

ウ

ン

タ

ヘ

ノ

コ

ト

ハ

「
辞
」
は
該
当
例
は
1
例
し
か
な
く
、
「
コ
ト
バ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。

コ
ト
ハ
　
　
　
ヲ
ロ
ソ
カ
ニ
シ
　
て
　
　
　
　
　
ツ
ハ
ヒ
ラ
カ
に

辞
（
訓
）
簡
　
　
而
事
（
訓
）
詳
　
・
（
八
凱
4
書
序
）

全
体
と
し
て
は
漢
籍
型
と
言
え
よ
う
。

以
上
、
①
「
令
」
　
④
「
以
為
・
謂
」
　
⑤
「
在
」
　
⑥
「
言
・
辞
」
の
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
漢
籍
型
の
訓
法
が
な
さ
れ
る
も
の
が
あ

る
一
方
、
②
「
耳
・
而
巳
」
　
③
「
於
」
の
よ
う
に
、
仏
書
型
の
訓
法
に
な
っ
て
い
る
か
そ
れ
の
混
じ
て
い
る
も
の
の
少
な
く
な
い
こ
と
が

久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
清
原
教
隆
点
の
訓
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
四

判
明
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
明
経
家
の
教
隆
の
加
点
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
漢
籍
流
の
訓
法
の
み
が
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
仏
書
に

通
ず
る
訓
法
も
混
在
し
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
よ
う
。
こ
の
事
は
、
次
の
畑
の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
も
一
層
顕
著
で
あ
る
。

②
漢
籍
と
仏
書
・
和
化
漢
文
と
で
訓
法
に
対
立
が
あ
る
と
さ
れ
る
も
の

こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
る
助
字
等
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑦
欲
　
⑧
之
（
陳
述
）
　
⑨
則
　
⑩
日
（
呼
応
）
　
⑫
悉
（
副
詞
）

上
と
同
様
、
順
を
追
っ
て
見
て
行
く
。

⑦
「
欲
」
　
（
本
動
詞
を
除
く
）

漢
籍
で
は
「
マ
ク
ホ
ツ
ス
」
「
コ
ト
ヲ
ホ
ツ
ス
」
、
新
訓
法
と
し
て
「
ム
ト
ホ
ツ
ス
」
と
読
ま
れ
る
の
に
対
し
て
、
仏
書
・
和
化
漢
文
で
は

（20）

「
ム
ト
オ
モ
フ
　
（
オ
ボ
ス
）
」
と
読
ま
れ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
漢
籍
、
仏
書
・
和
化
漢
文
共
に
、
「
ム
ト
ス
」
　
（
意
志
・
願
望
の
意
で
は
な
い

ス

も
の
）
が
あ
る
。
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
で
は
、
「
ム
ト
欲
」
と
附
訓
さ
れ
た
例
を
除
い
て
考
え
れ
ば
、
大
部
分
は
仏
書
・
和
化
漢
文
式
の
「
ム

ト
オ
モ
フ
」
　
で
あ
る
　
（
4
8
例
）
。

ヲ

モ

フ

と

　

　

　

　

　

ウ

に

方
（
平
軽
）
－
園
（
平
）
不
レ
定
・
智
水
・
欲
レ
随
二
神
【
器
之
中
一
．
（
三
1
0
8
1
3
対
冊
）

て
　
か
　
フ
　
を
　
　
　
　
を
　
ヲ
モ
フ
　
サ
ン
と
　
ス
ル
　
に
　
　
　
　
を

以
臣
思
囲
之
慮
．
欲
轟
　
報
レ
主
之
情
．
（
四
1
2
1
7
表
）

フ

ラ

ス

　

　

　

に

　

　

　

　

　

ヲ

モ

フ

セ

ン

と

と

を

　

　

　

に

花
雨
　
四
1
．
種
　
弥
－
勒
欲
三
決
二
疑
於
嘗
－
今
一
（
十
三
2
3
5
2
願
文
）

フ

　

ヌ

カ

ン

と

　

　

　

を

流
－
挿
三
1
．
有
之
群
－
類
・
欲
l
ニ
抜
二
罪
】
根
一
．
（
十
三
2
3
6
1
願
文
）

（21）

ま
た
　
「
コ
ト
ヲ
オ
モ
フ
」
　
の
例
も
9
例
見
ら
れ
る
。

ヲ
モ
フ
　
て
　
サ
イ
ハ
ヒ
ス
ル
　
に
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
て
シ
リ
ソ
カ
ン
こ
と
を
　
ム
ル
　
を
　
　
　
　
　
に

欲
下
関
二
福
　
レ
謙
（
平
）
之
門
（
訓
）
こ
以
退
中
　
　
進
賢
一
之
路
（
訓
）
上
．

（
五
撒
3
表
）

こ
の
ほ
か
読
添
語
の
不
明
な
「
オ
モ
フ
」
が
2
例
あ
る
。
一
方
、
漢
籍
式
に
「
マ
ク
ホ
ツ
ス
」
「
コ
ト
ヲ
ホ
ツ
ス
」
と
読
む
例
も
存
す
る
が
、

共
に
少
数
例
で
あ
り
（
前
者
4
例
、
後
者
7
例
）
、
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
枠
で
は
む
し
ろ
例
外
的
な
読
み
と
な
る
。



す

ス

テ

マ

ク

コ

ウ

（

マ

マ

）

　

　

　

　

　

　

　

を

音
・
子
－
貢
（
人
名
）
欲
三
去
二
告
（
入
）
－
朔
（
入
）
之
観
（
去
）
l
華
．
（
二
6
6
6
意
見
封
事
）

ホ

ス

シ

ラ

マ

ク

　

の

　

　

　

に

ヲ

ホ

イ

コ

ト

ヲ

文
欲
知
三
澤
尊
像
－
法
－
世
多
二
見
－
備
聞
－
法
之
人
一
．
（
十
6
6
1
4
詩
序
）

を

か

レ

て

　

を

　

ホ

セ

ン

こ

と

を

　

　

に

何
以
志
止
－
足
．
猶
欲
　
鮪
逆
】
鱗
．
（
四
川
1
0
表
）

こ
の
内
初
め
の
例
は
、
論
語
・
八
倍
の
引
用
で
あ
り
、
そ
の
点
を
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

ス

こ
れ
ら
の
ほ
か
「
ム
ト
欲
」
の
附
訓
例
が
5
8
例
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
文
脈
上
意
志
・
願
望
の
意
味
に
も
取
り
得
る
例
が
半
数
程

度
あ
り
、
こ
れ
ら
に
は
「
ム
ト
ホ
ツ
ス
」
の
読
み
を
示
し
て
い
る
も
の
が
含
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
少
く
と
も
「
ム
ト
ホ
ツ
ス
」
と
読

ま
れ
た
確
例
は
見
ら
れ
な
い
。

以
上
、
「
欲
」
の
訓
法
は
む
し
ろ
仏
書
・
和
化
漢
文
型
の
傾
向
が
強
い
と
言
っ
て
良
か
ろ
う
。
但
し
、
明
ら
か
な
漢
籍
式
の
訓
法
の
例
の
あ

る
こ
と
も
留
意
さ
れ
る
。

⑧
「
之
」
（
陳
述
）

代
名
詞
や
動
詞
で
は
な
く
、
主
に
文
末
に
あ
っ
て
陳
述
を
示
す
と
さ
れ
る
「
之
」
は
、
漢
籍
で
は
不
読
に
さ
れ
、
仏
書
・
和
化
漢
文
で
は

「
コ
レ
ヲ
」
乃
至
は
「
コ
レ
ニ
」
と
読
ま
れ
る
と
さ
れ
る
。
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
枠
で
は
、
仏
書
・
和
化
漢
文
式
の
「
コ
レ
ヲ
」
の
読
み
が
原

シ

則
で
あ
り
、
文
意
に
よ
っ
て
は
「
コ
レ
こ
」
「
コ
レ
（
元
レ
之
）
」
「
コ
コ
ニ
」
も
少
数
例
見
ら
れ
る
。

す

　

て

　

を

ツ

フ

サ

ニ

シ

ツ

　

を

勅
重
得
レ
表
．
具
　
レ
之
．
（
二
1
3
7
勅
答
）

キ

　

キ

　

ヤ

メ

ル

　

　

　

　

サ

イ

タ

ツ

に

　

　

　

ホ

ン

カ

　

ヲ

ト

ロ

ヘ

タ

ル

ヲ

ハ

　

ヨ

ウ

　

フ

ア

ナ

ト

ル

を

琴
平
）
l
療
（
去
）
之
病
也
・
驚
（
平
濁
）
－
馬
先
之
‥
：
孟
（
去
γ
貴
（
平
）
之
　
衰
　
也
・
庸
（
平
）
－
夫
蔑
レ
之
（
四
1
4
8
1
1
・
1
2
表
）

ウ

　

　

　

　

ウ

ヘ

マ

ナ

フ

ル

　

　

を

モ

ノ

は

ユ

ク

　

コ

ヽ

ニ

四
1
海
之
中
・
丁
山
之
上
・
撃
顕
－
教
者
往
ニ
レ
之
に
二
十
四
2
8
7
6
願
文
）

こ
れ
ら
の
ほ
か
全
く
附
訓
さ
れ
て
い
な
い
「
之
」
が
1
7
例
あ
る
が
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
稀
な
例
と
な
る
。
右
の
如
く
「
コ
レ
ヲ
」
な
ど
に
読

ま
れ
て
い
る
例
の
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
が
果
し
て
不
読
で
あ
る
の
か
否
か
の
判
断
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
内
、

に

　

　

タ

レ

て

を

　

　

　

ノ

ト

ル

易
日
・
天
垂
象
．
聖
1
人
則
之
．
（
八
3
2
9
6
書
序
）

久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
清
原
教
隆
点
の
訓
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

に

　

タ

　

　

　

　

ま

　

　

　

コ

レ

ヲ

モ

て

ア

ツ

ム

　

　

　

　

　

　

コ

レ

ヲ

モ

て

へ

ン

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

2

2

）

易
日
・
君
l
子
撃
（
音
）
　
以
　
衆
之
．
間
（
音
）
　
以
　
耕
（
音
）
之
．
（
九
3
1
9
詩
序
）

一
三
六

な
ど
6
例
は
、
漢
籍
の
引
用
文
中
の
例
で
あ
り
、
先
の
「
欲
」
の
論
語
の
引
用
文
中
の
例
の
訓
法
を
も
考
え
合
せ
れ
ば
、
ま
ず
不
読
と
判
断

し
て
良
か
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、

に
　
　
　
　
と
　
ヲ
ト
ロ
カ
ス
　
　
を
　
　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
タ
ル
　
サ
ス
　
タ
ナ
コ
ヽ
ロ
を
　
　
ソ
ナ
へ
　
　
　
ー

誠
錐
レ
非
二
　
驚
　
レ
目
之
文
∴
猶
可
レ
為
二
指
レ
　
掌
　
之
備
∴
之
（
六
2
1
4
5
奏
状
）

キ

は

　

　

か

　

サ

ル

こ

と

　

　

　

に

　

　

タ

ト

へ

は

如
備
】
子
者
・
不
三
及
二
古
人
一
之
・
喩
…
（
十
三
捕
3
願
文
）

は
、
構
文
上
「
コ
レ
ヲ
」
な
ど
に
は
読
み
難
い
も
の
で
あ
り
、
不
読
と
考
え
ら
れ
る
（
初
め
の
例
は
句
点
が
「
之
」
の
上
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
そ

う
考
え
ら
れ
る
）
。
こ
の
ほ
か
句
点
が
「
之
」
の
上
に
あ
る
例
が
も
う
1
例
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
有
効
な
判
断
材
料
の
な
い
無
訓
例
が
8
例
あ
る
。

（23）

以
上
、
陳
述
の
「
之
」
の
訓
法
は
、
ほ
ぼ
仏
書
・
和
化
漠
文
型
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
た
だ
、
漢
籍
式
に
不
読
に
さ
れ
て
い
る
例
が
漢

籍
の
引
用
文
中
な
ど
に
僅
か
な
が
ら
存
す
る
点
、
「
欲
」
　
の
場
合
と
同
様
に
注
意
さ
れ
よ
う
。

⑨
「
則
」
漢
籍
で
は
不
読
に
さ
れ
て
上
に
「
ト
キ
ン
バ
」
「
バ
」
「
ハ
」
等
が
読
添
え
ら
れ
、
仏
書
・
和
化
漢
文
で
は
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
読
ま
れ
る
と

（24）

さ
れ
る
（
仏
書
は
新
訓
法
の
場
合
）
。
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
枠
で
は
、
後
掲
1
例
を
除
き
附
訓
例
は
皆
無
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
漢
籍
式
の
不
読

と
考
え
て
良
か
ろ
う
。

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ト
キ
ン
ハ
　
　
に
　
　
タ
ヽ
シ
　
キ
ミ
　
フ
ト
キ
ン
ハ
　
　
メ
コ
ト
に
　
　
　
ナ
り

書
目
・
木
（
訓
）
従
　
　
レ
細
則
正
・
后
従
　
　
レ
諌
　
則
聖
．
（
二
5
3
・
4
詔
）

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

　

ナ

リ

去
l
病
（
人
名
）
則
是
憲
二
入
）
将
軍
博
－
陸
之
兄
　
（
訓
）
．
（
二
1
3
′
8
勅
答
）

ホ

セ

は

コ

レ

を

　

　

　

に

　

　

　

　

イ

　

　

　

て

　

　

　

ア

カ

ル

及
二
之
　
於
深
水
一
・
則
文
－
騎
（
平
）
動
而
紫
】
鱗
勝
．
（
八
3
5
3
1
4
詩
序
）

ツ

ム

て

　

　

　

ツ

に

　

　

　

　

ス

ル

コ

ト

（
ほ
か
に
「
積
…
則
」
「
遂
…
則
」
「
感
　
…
則
」
等
あ
り
）

た
だ
、
少
数
例
存
す
る
、

サ
イ
　
　
　
　
ク
ワ
イ
　
　
　
　
　
イ
タ
ヽ
タ
　
を
　
　
イ
キ
ヲ
ヒ
　
　
　
　
ナ
ラ
　
　
　
　
ヌ

雀
（
平
）
鬼
（
平
濁
）
戴
レ
石
之
勢
不
レ
閑
．
則
知

強
－
楚
抜
レ
山
之
力
・
不
レ
如
二
季
－
商
（
平
）
吹
レ
水
之
風
∴
　
（
八
m
1
2
詩
序
）



（25）

な
ど
の
文
頭
例
は
、
不
読
か
否
か
問
題
が
残
ろ
う
。
以
上
の
ほ
か
、
1
例
の
み
訓
読
符
の
施
さ
れ
た
例
が
あ
り
、

を

　

　

　

て

　

　

　

　

に

　

　

　

ウ

シ

ナ

ヒ

ヒ

ト

シ

キ

　

に

　

を

而
賛
名
・
迷
二
億
l
脳
之
撃
．
則
（
訓
）
失
下
均
二
平
－
頭
乏
義
上
・
（
七
撒
1
1
奏
状
）

こ
の
例
は
、
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
読
ま
れ
た
例
外
的
な
例
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
殆
ど
例
外
な
く
不
読
と
見
ら
れ
、
漢
籍
型
と
言
え
る
。
但
し
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
経
部
に
お
い
て
は
読
添
語
と
し

て
「
ト
キ
ン
バ
」
が
頻
出
す
る
の
に
比
べ
る
と
、
本
書
に
お
い
て
は
「
ト
キ
ン
バ
」
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
よ
う
で
あ
る
（
最
初
に
掲
げ
た
例
は

読
添
語
が
「
ト
キ
ン
バ
」
で
あ
る
が
こ
の
例
は
尚
書
の
引
用
文
で
あ
る
）
。

⑩
「
日
」
（
呼
応
）
　
（
「
云
・
儒
」
も
含
め
る
）

「
イ
バ
ク
」
「
マ
ウ
サ
ク
」
等
の
呼
応
に
つ
い
て
は
、
漢
籍
で
は
「
ト
イ
フ
」
が
読
添
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
仏
書
・
和
化
漢
文
で
は
読

添
語
と
し
て
「
ト
イ
フ
」
は
用
い
ら
れ
な
い
と
さ
れ
る
（
仏
書
は
新
訓
法
の
場
合
）
。
な
お
、
こ
の
ほ
か
「
ト
」
が
読
添
え
ら
れ
る
場
合
と
全
く

呼
応
語
の
無
い
場
合
と
が
、
漢
籍
、
仏
書
と
も
に
あ
る
（
和
化
漢
文
で
は
呼
応
語
が
無
い
）
。
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
で
は
、
何
ら
か
の
呼
応
語
の

あ
る
例
に
限
っ
て
見
る
と
、
原
則
と
し
て
「
ト
イ
フ
（
イ
ヘ
リ
）
」
が
読
添
え
ら
れ
て
い
る
。

に
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ル
こ
と
　
　
　
を
　
レ
　
フ
タ
コ
、
ロ
ス
ツ
ル
こ
と
　
を
　
　
　
　
レ
ト
イ
ヘ
リ
　
カ
フ

尚
書
日
・
…
又
日
任
（
去
濁
）
レ
賢
勿
レ
式
・
去
　
レ
邪
（
平
）
勿
　
疑
．
（
二
2
8
望
愚
見
封
事
）

シ
て
　
の
　
シ
ト
云
リ
　
ナ
ル
カ
ナ

古
【
詩
日
・
梅
近
夜
香
多
　
誠
哉
（
十
7
9
1
4
詩
序
）

ほ
か
に
、
「
ト
イ
ハ
」
と
「
ト
」
と
が
1
例
ず
つ
あ
る
。

批
月
l
令
日
・
桃
（
訓
）
臥
て
彗
ク
ト
イ
ハ
乱
勘
訂
与
之
璽
也
（
十
釦
用
詩
序
）

の

　

　

に

イ

ハ

ク

　

ス

ト

　

　

　

　

を

　

レ

魯
論
墓
相
日
・
不
三
念
二
菅
－
軍
．
是
…
（
十
二
期
4
牒
）

以
上
の
ほ
か
、
「
日
」
等
で
導
か
れ
る
引
用
文
を
特
定
の
助
字
等
が
受
け
る
場
合
の
例
と
し
て
、
「
ト
云
≧
」
（
「
ト
」
の
表
記
の
無
い
も
の
を
含
む
）
、

テ
イ
レ
バ

「
者
　
」
（
「
日
」
等
の
呼
応
例
と
し
て
は
多
く
な
い
）
が
少
数
例
、
「
ト
イ
フ
ハ
〔
者
〕
」
が
1
例
存
す
る
。

テ
イ
レ
バ

「
者
　
」
を
別
に
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
漢
籍
型
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
引
用
を
示
す
「
者
」
に
つ
い
て
は
改
め
て
後
述
す
る
。

久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
清
原
教
隆
点
の
訓
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

⑪
「
悉
」
（
副
詞
）
　
（
同
用
法
の
「
轟
・
威
・
畢
」
も
含
め
る
）

漢
籍
で
は
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
ニ
」
と
読
ま
れ
、
仏
書
・
和
化
漢
文
で
は
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
」
と
読
ま
れ
る
と
さ
れ
る
。
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
で

は
、
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
ニ
」
と
読
む
例
が
2
1
例
（
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
ン
ス
」
1
例
を
含
む
）
、

す
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
ノ
・
＼
ク
に
　
こ
と
　
　
を

詔
「
人
之
耳
（
訓
）
・
不
レ
龍
三
轟
　
　
聴
二
天
下
一

に
　
　
　
ヤ
に
ナ
ク
シ
て
ノ
コ
ン
の
　
　
　
　
　
　
コ
ト
く
ク
に
ヤ
ス
シ

尚
書
日
・
野
無
　
遺
　
賢
．
万
邦
威
　
　
寧
．

ヨ
ク
シ
　
　
　
て
　
　
　
　
コ
ト
ノ
′
＼
タ
に
タ
ノ
シ
フ

浴
l
衆
人
－
轟
　
　
楽
　
（
七
旭
1
奏
状
）

一
方
、
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
」
と
読
む
例
も
2
4
例
あ
り
、

ク

フ

　

　

　

　

　

　

を

貴
－
蔑
悉
結
二
菩
－
提
之
緑
∴
　
（
八
3
6
7
9
詩
序
）

ヲ

ン

　

　

　

　

　

　

ナ

ル

　

ク

セ

　

　

　

　

に

聖
－
塞
寛
1
．
靂
之
相
l
異
・
志
住
（
音
）
法
－
雲
．

．
（
二
4
1
1
詔
）（26）

（
二
2
8
1
2
意
見
封
事
）

（
十
三
2
2
3
6
願
文
）

ヨ

タ

シ

　

て

　

コ

ト

く

ク

　

シ

フ

同
詩
云
浴
－
衆
人
轟
　
　
楽
・
（
七
m
1
1
奏
状
）

（27）

二
つ
の
読
み
が
ほ
ぼ
同
数
ず
つ
見
ら
れ
る
。
な
お
、
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
こ
」
の
最
後
の
例
と
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
」
の
最
後
の
例
と
は
、
同
一
の
原
文

を
訓
読
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
本
書
の
訓
読
に
お
い
て
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
こ
」
と
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
」
と
は
微
妙
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。漢
籍
型
と
仏
書
・
和
化
漠
文
型
と
が
混
清
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

以
上
、
⑨
「
則
」
　
⑩
「
日
」
は
漢
籍
型
で
あ
る
が
、
⑦
「
欲
」
　
⑧
「
之
」
は
仏
書
・
和
化
漠
文
型
が
顕
著
で
あ
り
、
⑩
「
悉
」
も
仏

書
・
和
化
漢
文
型
と
漢
籍
型
と
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

㈲
漢
籍
と
和
化
漢
文
と
で
訓
法
に
対
立
が
あ
る
と
さ
れ
る
も
の

こ
こ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
次
の
助
字
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
仏
書
の
訓
法
も
漢
籍
と
同
様
で
あ
る
助
字

も
含
ま
れ
る
が
、
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
の
加
点
者
が
儒
者
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
こ
こ
で
は
漢
籍
と
和
化
漢
文
と
の
対
立
と
し
て
考
え



る
こ
と
と
す
る
。

⑫
而
（
文
頭
）
　
⑬
者
（
引
用
）
　
⑭
也
　
⑮
況
（
呼
応
）
　
⑯
不
能
（
読
添
）

⑫
「
而
」
　
（
文
頭
）
　
（
「
然
」
「
然
而
」
は
除
く
）

漢
籍
で
は
「
シ
カ
ウ
シ
テ
」
と
順
接
に
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
て
、
和
化
漢
文
で
は
「
シ
カ
ル
ニ
」
「
シ
カ
ル
ヲ
」
な
ど
逆
接
に

読
ま
れ
る
と
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
仏
書
で
は
「
シ
カ
モ
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
る
が
、
後
述
の
結
果
を
予
め
考

慮
し
て
、
今
漢
籍
と
和
化
漢
文
と
の
対
立
関
係
と
し
て
考
え
る
。
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
で
は
、
殆
ど
が
「
シ
カ
ル
ヲ
」
と
逆
接
に
読
ま
れ
て

い
る
。
を
　
　
　
　
　
の
　
　
に
＼
ウ
ル
イ
　
　
コ
ト
ナ
リ
　
　
　
　
に

而
・
化
非
春
1
風
・
津
（
音
）
殊
　
時
l
雨
（
二
7
8
詔
）

を

　

　

　

　

に

シ

　

て

ク

リ

　

　

　

　

　

に

シ

　

て

に

ス

ヽ

ム

而
今
・
壮
」
年
　
而
早
昇
・
不
（
上
）
－
才
（
平
）
而
妄
進
．
（
四
1
3
2
1
3
表
）

文
頭
の
「
而
」
は
特
に
巻
第
二
～
七
の
公
文
書
の
類
に
頻
出
し
、
殆
ど
が
「
シ
カ
ル
ヲ
」
で
あ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
も
言
及
す
る
）
。

ほ
か
に
仏
書
式
の
「
シ
カ
モ
」
が
少
数
例
、
漢
籍
式
の
「
シ
カ
ウ
シ
テ
」
が
稀
に
存
す
る
。

ツ

　

　

　

　

　

メ

タ

ラ

ス

を

　

カ

ヘ

リ

ミ

　

モ

心
恵
二
賢
－
相
之
廻
　
り
願
．
而
官
有
二
三
－
亀
∴
…
（
八
3
7
5
8
詩
序
）

ツ

ム

に

　

テ

ス

　

　

を

　

シ

カ

ウ

シ

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ソ

ム

ク

　

に

丁
事
一
上
古
…
積
　
以
二
星
－
霜
一
．
而
　
上
－
月
仲
－
旬
・
寝
（
上
）
－
膳
（
去
）
禾
一
例
．
（
十
四
2
8
1
1
2
願
文
）
（28）

な
お
、
殆
ど
を
占
め
る
逆
接
の
例
は
右
の
如
く
総
て
「
シ
カ
ル
ヲ
」
で
あ
り
「
シ
カ
ル
こ
」
は
見
ら
れ
な
い
。

和
化
漠
文
型
と
言
っ
て
良
か
ろ
う
。

⑬
「
者
」
（
引
用
）

漢
籍
で
は
「
ト
イ
フ
ハ
」
又
は
「
ト
イ
ハ
」
が
上
に
読
添
え
ら
れ
、
和
化
漢
文
で
は
「
テ
へ
レ
バ
」
又
は
「
テ
ヘ
リ
」

れ
る
。
な
お
、
仏
書
も
漢
籍
と
同
様
と
さ
れ
る
。
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
で
は
殆
ど
が
「
テ
ィ
レ
バ
」
と
読
ま
れ
て
お
り
、

巻
第
二
～
七
の
公
文
書
類
に
頻
出
す
る
。

と
読
ま
れ
る
と
さ

シ
カ
ル
ヲ

「
而
　
」
と
同
様
、

久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
清
原
教
隆
点
の
訓
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
九
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…
墾
レ
、
ト
モ
不
レ
亡
㌣
聖
J
弓
況
風
l
聞
説
威
・
撃
ハ
…
（
二
1
9
2
勅
符
）

の

に

　

　

　

シ

　

　

　

て

　

に

　

　

　

　

　

ス

ル

コ

ト

ヲ

テ

イ

レ

ハ

天
長
元
年
格
云
・
…
不
三
得
二
因
レ
此
．
勢
l
家
耕
－
作
一
．
者
・
…
（
二
2
1
1
0
官
符
）

（29）

但
し
、
こ
れ
ら
僧
い
ず
れ
も
次
文
の
文
頭
に
立
つ
接
続
詞
の
用
法
か
と
見
ら
れ
る
。
例
外
的
に
「
テ
ィ
リ
」
も
2
例
見
ら
れ
る
。

の

に

ク

　

　

　

　

ヘ

カ

ラ

ル

　

　

　

　

　

　

テ

イ

リ

を

天
平
二
年
三
月
廿
七
日
格
備
・
…
不
レ
須
限
二
年
多
－
少
一
．
者
・
而
…
（
二
2
3
7
官
符
）

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
漢
籍
式
に
「
ト
イ
ハ
」
を
読
添
え
る
例
が
1
例
の
み
存
す
る
。

に

　

　

ミ

　

　

　

　

　

　

を

　

て

　

　

　

ス

ト

イ

ハ

　

　

を

　

　

　

コ

ノ

　

　

　

イ

ヒ

カ

易
日
・
親
二
号
　
人
－
文
一
以
化
ニ
ー
成
　
天
下
一
者
・
斯
文
（
音
）
之
謂
哉
．
（
九
4
1
1
詩
序
）

辞

字

也

　

　

　

　

　

　

　

イ

ハ

ユ

ル

　

　

　

　

モ

ノ

ナ

リ

以
上
の
ほ
か
、
関
連
し
た
例
と
し
て
「
所
謂
…
ト
イ
フ
者
　
〔
也
〕
」
の
例
も
少
数
あ
る
。

全
体
と
し
て
は
一
種
の
和
化
漢
文
型
と
言
っ
て
良
か
ろ
う
。

⑭
「
也
」
漢
籍
で
は
不
読
に
さ
れ
、
和
化
漢
文
で
は
「
ナ
リ
」
と
読
ま
れ
る
と
さ
れ
る
。
な
お
仏
書
は
多
く
漢
籍
と
同
様
不
読
で
あ
る
が
、
教
行
信

証
古
点
で
は
「
ナ
リ
」
と
屈
む
と
の
由
で
あ
る
。
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
で
は
「
也
」
は
総
て
無
訓
で
あ
り
読
ま
れ
た
確
例
は
皆
無
で
あ
る
。

ま

　

　

　

ナ

リ

　

　

　

ま

　

　

　

　

　

　

ナ

リ

倹
l
者
徳
之
本
也
・
…
愚
者
仁
（
平
濁
）
之
源
也
・
（
二
7
6
詔
）

シ
　
　
ノ
て
　
　
　
　
　
　
　
ア
マ
ン
の
イ
ト
マ
に
ヲ
シ
ム
ト
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
へ
キ
を

蓋
・
乗
輔
】
佐
之
鎗
l
傾
．
惜
　
二
　
物
－
色
之
可
り
賞
也
（
八
3
5
8
1
1
詩
序
）

マ
タ
　
　
ソ
レ
　
　
　
　
　
　
マ
　
に
　
　
　
ヲ
コ
ラ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ツ
ム
　
ク
チ
ヒ
ル
を

且
l
夫
・
圃
之
将
　
興
　
也
・
上
l
下
衆
レ
　
層
．
（
二
5
6
詔
）

て

　

ミ

レ

は

　

の

　

ス

ル

ト

キ

ン

ハ

　

　

　

　

　

　

　

の

　

の

　

　

　

　

　

に

　

　

は

　

フ

　

　

　

　

に

伏
－
以
諸
寺
年
－
分
及
臨
l
時
得
－
度
者
・
一
年
之
内
・
或
及
二
三
百
人
也
（
二
5
8
4
意
見
封
事
）

漢
籍
同
様
、
上
に
読
添
え
ら
れ
る
語
は
文
意
に
よ
っ
て
種
々
で
あ
る
が
、
概
し
て
「
ナ
リ
」
の
頻
度
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
金

沢
文
庫
本
群
書
治
要
経
部
に
多
く
見
ら
れ
る
「
ゾ
」
の
読
添
え
は
、
本
書
に
は
見
ら
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
、
漢
籍
型
と
言
え
よ
う
。

⑮
「
況
」
（
呼
応
）
　
（
「
矧
」
も
含
め
る
）



漢
籍
で
は
「
ヲ
ヤ
」
で
呼
応
す
る
か
「
ム
ヤ
」
で
呼
応
す
る
の
に
対
し
て
、
和
化
漢
文
で
は
呼
応
語
が
無
い
と
さ
れ
る
。
な
お
、
仏
書
は

原
則
と
し
て
漢
籍
と
同
様
で
あ
る
が
、
稀
に
呼
応
語
の
無
い
場
合
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
で
は
、

ヲ

モ

フ

ク

ヲ

　

エ

キ

に

ヤ

況
・
此
等
百
姓
・
皆
赴
二
二
十
役
一
平
．
（
二
6
1
6
意
見
封
事
）

に

　

　

レ

　

　

ヲ

イ

テ

ヲ

ヤ

　

に

臣
巳
自
－
知
・
況
於
物
－
議
（
四
は
3
表
）

の
よ
う
に
「
ヲ
ヤ
」
で
呼
応
す
る
も
の
と
、

ヤ

コ

ノ

コ

ロ

　

　

　

シ

ウ

　

　

ラ

　

　

ク

サ

カ

ン

ナ

リ

況
項
（
頃
）
－
者
・
甘
－
潜
（
去
）
不
レ
降
・
苦
喜
久
l
盛
．
（
二
7
9
詔
）

か

　

ヲ

ケ

ル

に

　

　

は

タ

レ

ト

モ

　

　

　

は

シ

況
・
公
之
於
レ
朕
也
・
名
為
苧
臣
・
志
如
父
－
子
．
（
二
1
1
3
勅
答
）

の
よ
う
に
呼
応
語
の
無
い
も
の
と
が
大
半
を
占
め
る
。
そ
の
ほ
か
、

ウ

タ

、

ヒ

ロ

ウ

シ

　

を

　

　

メ

て

ヲ

カ

ン

ヤ

　

を

何
－
況
・
樽
廉
二
門
l
戸
・
初
置
　
弟
壷
（
十
二
1
7
9
5
記
）

て

ル

に

シ

ヨ

ウ

　

　

　

　

ソ

ラ

ン

　

　

ヤ

況
l
乎
至
有
輿
平
）
l
跡
（
入
濁
）
・
何
無
優
壷
乎
．
（
六
豊
奏
状
）
　
　
ソ

の
よ
う
に
、
「
ム
ヤ
」
で
呼
応
す
る
例
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
、
二
例
日
の
「
何
」
の
よ
う
に
「
況
」
の
下
に
更
に
疑
問
語
の
あ
る
例
が
多

い
。
こ
の
ほ
か
、
「
ム
」
で
結
ぶ
例
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
、

ま

　

　

　

　

　

　

　

か

セ

メ

ン

　

を

況
・
所
レ
待
者
臥
－
治
・
誰
責
夜
－
行
．
（
二
1
2
1
4
勅
答
）

の
よ
う
に
、
「
況
」
の
下
に
更
に
疑
問
語
（
右
で
は
「
誰
」
）
の
あ
る
例
で
あ
り
、
呼
応
語
の
無
い
例
と
見
ら
れ
よ
う
。

も
り

全
体
と
し
て
、
漢
籍
型
と
和
化
漢
文
型
と
が
混
清
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（30）

⑯
「
不
能
」
（
読
添
〓
名
詞
を
受
け
る
例
は
除
く
）

漢
籍
で
は
「
コ
ト
」
を
読
添
え
て
「
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
」
と
読
ま
れ
、
和
化
漢
文
で
は
「
ニ
」
を
読
添
え
て
「
ニ
ア
タ
ハ
ズ
」
と
読
ま
れ
る

と
さ
れ
る
。
な
お
、
仏
書
も
漢
籍
と
同
様
に
読
ま
れ
る
と
さ
れ
る
。
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
で
は
、
原
則
と
し
て
「
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
」
で
あ
る
。

タ

て

　

努

イ

本

　

ア

タ

ハ

フ

こ

と

に

久
有
所
l
柴
e
不
一
能
レ
随
レ
例
．
（
七
舗
6
奏
状
）

久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
清
原
教
隆
点
の
訓
法
に
つ
い
て
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但
し
、
1
例
の
み
「
こ
ア
タ
ハ
ズ
」
が
あ
る
。

テ

ハ

　

　

　

ワ

シ

て

　

　

　

　

　

に

　

　

テ

ラ

ウ

こ

　

　

　

を

進
不
レ
能
下
超
二
卿
－
相
（
去
）
之
舘
（
音
）
ニ
街
中
其
才
－
名
上
（
十
二
湖
1
3
文
）

そ
の
ほ
か
、
「
ヲ
ア
タ
ハ
ズ
」
　
か
と
見
ら
れ
る
例
が
2
例
あ
る
。

ス

ル

を

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

ル

を

不
三
能
二
農
事
）
－
昏
（
平
）
．
…
不
三
能
二
階
（
平
）
】
侍
（
去
）
．
（
十
三
2
2
6
1
・
2
願
文
）

右
一
箇
所
の
み
で
、
い
ず
れ
も
「
ヲ
」
が
ヲ
コ
ト
点
で
示
さ
れ
て
お
り
「
コ
ト
」
の
点
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
「
昏
」
字
に
つ
い
て
は
別
に
「
コ

ト
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
擦
消
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
位
置
か
ら
見
て
も
2
例
と
も
「
ヲ
」
の
点
と
見
ら
れ
る
。

全
体
と
し
て
は
漢
籍
型
で
あ
る
。

以
上
、
⑭
「
也
」
　
⑯
「
不
能
」
は
漢
籍
型
で
あ
る
が
、
⑫
「
而
」
　
⑬
「
者
」
は
顕
著
な
和
化
漢
文
型
で
あ
り
、
⑮
「
況
」
も
和
化
漠

文
型
と
漢
籍
塾
と
の
混
清
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
特
に
和
化
漠
文
型
の
「
而
」
「
者
」
に
つ
い
て
は
、
巻
第
二
～
七
の
公
文
書
類
に
集
中
し
て

い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
よ
う
。

Ⅲ
～
畑
の
検
討
の
結
果
、
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
に
は
、
漢
籍
型
の
訓
読
も
か
な
り
あ
る
も
の
の
、
仏
書
型
や
和
化
漠
文
型
の
訓
読
も
相
当

（31）

に
多
く
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
儒
者
の
加
点
で
あ
り
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
訓
法
が
さ
れ
て
い
る
点
、
注
意
さ
れ
よ
う
。

三
、
天
理
図
書
館
蔵
本
朝
文
粋
鎌
倉
中
期
写
本
、
醍
醐
寺
蔵
本
朝
文
粋
延
慶
元
年
写
本
と
の
比
較

久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
の
訓
法
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
更
に
本
朝
文
粋
の
他
の
点
本
と
比
較
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
現
段
階
で
は
今
後
の
課
題
と
す
べ
き
部
分
が
多
い
が
、
今
回
天
理
図
書
館
蔵
鎌
倉
中
期
写
本
と
醍
醐
寺
蔵
延
慶
元
年
写
本
と
の
二
本
に

つ
い
て
、
前
節
で
取
上
げ
た
助
字
等
の
訓
法
を
概
略
検
討
し
、
久
遠
寺
本
と
比
較
し
て
み
た
い
。

m
天
理
図
書
館
蔵
鎌
倉
中
期
写
本
と
の
比
較

天
理
本
は
、
巻
第
十
三
の
途
中
「
原
文
上
」
の
冒
頭
か
ら
七
首
の
願
文
を
有
し
て
お
り
（
巻
第
十
三
の
全
文
量
の
半
分
弱
）
、
小
林
芳
規
博
士



（32）

に
よ
れ
ば
、
直
接
の
加
点
者
は
真
言
宗
の
僧
侶
と
考
え
ら
れ
、
藤
原
家
な
ど
の
訓
読
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
か
と
の
由
で
あ
る
。
久
遠
寺

本
に
比
べ
れ
ば
文
量
は
僅
か
で
は
あ
る
が
、
前
節
で
取
上
げ
た
助
字
等
の
内
、
天
理
本
に
も
見
出
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
訓
法
の
検
討
を
行

う
。
こ
こ
に
取
上
げ
ら
れ
る
の
は
、

①
令
（
使
役
）
　
③
於
（
前
置
詞
）
　
⑦
欲
　
⑧
之
（
陳
述
）
　
⑨
則
　
⑫
悉
（
副
詞
）
　
⑭
也
　
⑮
況
（
呼
応
）
　
⑯
不
能
（
呼
応
）

（33）

で
あ
る
。

①
「
令
」
（
使
役
）

久
遠
寺
本
で
は
「
ヲ
シ
テ
…
シ
ム
」
と
読
ま
れ
る
場
合
、
漢
籍
式
に
再
読
に
さ
れ
て
い
た
。
天
理
本
で
は
「
ヲ
シ
テ
…
シ
ム
」
が
1
例
の

み
あ
り
、

シ

ム

　

ヲ

シ

テ

サ

ノ

　

ヲ

令
舞
大
　
意
其
妙
曲
一
（
2
0
6
8
）

と
、
「
ヲ
シ
テ
」
を
読
添
え
に
す
る
仏
書
式
の
訓
法
に
な
っ
て
い
る
。
1
例
の
み
で
は
あ
る
が
、
天
理
本
は
久
遠
寺
本
と
異
な
り
、
仏
書
型
と

考
え
ら
れ
よ
う
（
以
下
、
左
記
の
よ
う
に
表
示
し
て
行
く
）
。

（
久
遠
寺
本
）
漢
籍
型
　
－
　
（
天
理
本
）
仏
書
型

③
「
於
」
　
（
前
置
詞
）

久
遠
寺
本
で
は
「
オ
イ
テ
」
の
ほ
か
「
（
ニ
）
シ
テ
」
が
あ
り
、
仏
書
型
か
、
若
し
く
は
漢
籍
型
、
仏
書
型
混
清
と
見
ら
れ
た
。
天
理
本
で

も
、

シ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

ノ

ニ

於
鷲
（
平
濁
）
峯
（
上
濁
）
等
（
平
）
四
虞
十
六
合
中
一
（
蝕
2
）

な
ど
2
例
、
「
（
ニ
）
　
シ
テ
」
の
確
例
が
あ
り
、
久
遠
寺
本
と
同
様
か
と
見
ら
れ
る
。

（
久
遠
寺
本
）
仏
書
型
（
又
は
漢
籍
型
、
仏
書
型
混
清
）
　
－
　
（
天
理
本
）
同

⑦
「
欲
」

久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
清
原
教
隆
点
の
訓
法
に
つ
い
て
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久
遠
寺
本
で
は
原
則
と
し
て
仏
書
・
和
化
漢
文
式
の
「
ム
ト
オ
モ
フ
」
で
あ
っ
た
。
天
理
本
で
も
、

フ

ト

　

　

ヲ

流
（
上
）
特
（
平
）
三
（
去
）
有
／
（
上
〓
平
）
之
群
（
去
濁
）
類
／
（
平
）
（
去
）
欲
抜
罪
根
一
（
2
2
3
3
）

一
四
四

フ
セ
ン
、
卜

の
よ
う
に
「
ム
ト
オ
モ
フ
」
で
あ
り
、
も
う
1
例
「
欲
決

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

／

ス

欲
」
の
附
訓
例
が
あ
る
が
、
「
ホ
ツ
ス
」
の
確
例
は
な
い
。

」
（
2
2
2
2
）
が
あ
る
（
久
遠
寺
本
の
対
応
部
は
共
に
「
ム
ト
オ
モ
フ
」
）
。
他
に
「
ム
ト

（
久
遠
寺
本
）
仏
書
・
和
化
漠
文
型

（
天
理
本
）
同

⑧
「
之
」
（
陳
述
）

タ

タ

ス

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

ク

ヲ

久
遠
寺
本
で
は
原
則
と
し
て
仏
書
・
和
化
漢
文
式
に
「
コ
レ
ヲ
」
等
と
読
ん
で
い
た
。
天
理
本
で
も
、
「
澤
（
入
）
之
L
（
鋤
6
）
「
書
之
こ
（
制

フ

ル

　

　

　

4

ク

ス

7
）
等
の
よ
う
に
「
コ
レ
ヲ
」
と
読
ま
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
た
だ
1
例
の
み
無
訓
例
の
「
頼
之
」
（
2
0
2
2
）
が
あ
り
、
こ
の
箇
所
は
久
遠

カ
ウ
フ
ル

寺
本
で
も
「
頼
　
之
」
と
無
訓
で
あ
る
。
全
体
的
に
は
仏
書
・
和
化
漠
文
型
と
さ
れ
よ
う
。

（
久
遠
寺
本
）
仏
書
・
和
化
漢
文
型
つ
l
l
l
l
l
（
天
理
本
）
同

⑨
「
則
」

レ

ハ

チ

久
遠
寺
本
で
は
原
則
と
し
て
漢
籍
式
の
不
読
と
見
ら
れ
た
。
天
理
本
で
は
、
「
然
則
」
（
2
1
7
5
、
2
2
1
5
）
の
「
ス
ナ
パ
テ
」
の
確
例
が
あ
り
、

ニ

ハ

　

　

チ

他
に
も
「
現
（
平
濁
）
世
（
平
濁
）
則
」
（
2
1
7
8
）
が
あ
る
（
但
し
こ
の
例
の
「
チ
」
は
擦
消
し
と
も
見
ら
れ
る
）
。
仏
書
・
和
化
漠
文
型
と
言
え
よ
う
。

（
久
遠
寺
本
）
漢
籍
型
　
－
　
（
天
理
本
）
仏
書
・
和
化
漢
文
型

⑪
「
悉
」
（
副
詞
）

ク

久
遠
寺
本
で
は
漢
籍
式
の
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
ニ
」
と
仏
書
・
和
化
漢
文
式
の
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
」
と
が
相
半
ば
し
て
い
た
。
天
理
本
で
は
、
「
悉
」

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

ニ

　

セ

ン

（
2
0
6
2
）
「
轟
」
（
2
1
6
8
、
2
2
2
2
）
の
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
」
が
3
例
、
一
方
1
例
の
み
「
轟
（
平
濁
）
住
」
（
2
0
7
5
）
が
あ
る
。
仏
書
・
和
化
漠
文
型
の
傾

向
が
強
い
と
さ
れ
よ
う
か
。

（
久
遠
寺
本
）
漢
籍
型
、
仏
書
・
和
化
漢
文
型
混
清

（
天
理
本
）
仏
書
・
和
化
漠
文
型
か



⑭
「
也
」

ム

ル

ラ

　

　

　

　

　

　

　

ロ

　

ス

ル

久
遠
寺
本
で
は
漢
籍
式
の
不
読
（
仏
書
も
同
）
で
あ
っ
た
。
天
理
本
で
は
、
「
令
然
一
也
・
」
（
2
1
1
7
）
「
所
草
創
（
平
）
也
・
」
（
餌
9
）
の
よ
う
に
、

ル

ナ

リ

テ

　

　

　

　

ナ

リ

　

　

ス

ル

読
添
語
も
「
也
」
自
体
の
読
み
も
附
せ
ら
れ
て
い
な
い
例
が
多
い
が
（
久
遠
寺
本
の
対
応
部
は
夫
々
「
令
レ
然
也
．
」
「
所
草
－
創
也
．
」
）
、
不
読
の

確
例
、
ニ

ヌ

　

　

　

　

フ

コ

ト

ヲ

　

　

ヲ

是
知
尺
尊
之
説
　
法
花
経
一
也
（
2
2
2
3
）

が
あ
る
。
全
例
不
読
と
見
ら
れ
よ
う
。
こ
の
場
合
読
添
え
ら
れ
る
べ
き
語
は
、
久
遠
寺
本
と
同
じ
く
、
初
掲
2
例
の
よ
う
に
「
ナ
リ
」
（
こ
の

場
合
附
訓
が
省
略
さ
れ
る
）
　
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

（
久
遠
寺
本
）
漢
籍
型
（
仏
書
型
）

（
天
理
本
）
同

⑮
「
況
」
（
呼
応
）

久
遠
寺
本
で
は
、
漢
籍
式
の
一
つ
で
あ
る
「
ヲ
ヤ
」
で
呼
応
す
る
も
の
（
仏
書
も
同
）
と
、
和
化
漢
文
式
に
呼
応
語
の
無
い
も
の
と
が
大
半

を
占
め
て
い
た
。
天
理
本
で
も
、
「
ヲ
ヤ
」
で
呼
応
す
る
も
の
と
呼
応
語
の
無
い
も
の
と
が
1
例
ず
つ
あ
る
。

テ

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヤ

況
於
至
（
平
）
心
（
去
）
之
人
一
乎
（
2
1
7
4
）

ヤ

タ

　

　

　

シ

　

　

　

ス

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

コ

マ

ヤ

カ

ナ

テ

ソ

ノ

コ

サ

ム

　

　

　

ヲ

況
復
紅
桃
漸
湧
　
可
動
風
前
之
心
t
　
翠
（
去
）
柳
（
上
）
不
渡
一
　
何
胎
　
霜
後
之
悔
一
（
2
2
3
1
）

久
遠
寺
本
と
同
様
と
見
ら
れ
よ
う
か
。

（
久
遠
寺
本
）
漢
籍
型
（
仏
書
型
）
、
和
化
漠
文
型
混
清
　
－
　
（
天
理
本
）
同

⑯
「
不
能
」
　
（
読
添
）

ス

ル

コ

ト

　

　

　

　

　

　

ハ

ル

コ

ト

久
遠
寺
本
で
は
漢
籍
式
に
「
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
」
（
仏
書
も
同
）
が
原
則
で
あ
っ
た
。
天
理
本
も
「
不
能
供
養
　
」
（
㍑
9
）
「
不
能
遂
　
」
（
2
0
2

9
）
　
と
あ
り
、
「
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
」
　
で
あ
る
。

（
久
遠
寺
本
）
漢
籍
型
（
仏
書
型
）
　
－
　
（
天
理
本
）
同

久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
清
原
教
隆
点
の
訓
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
譜
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
六

以
上
九
項
目
の
内
、
天
理
本
が
久
遠
寺
本
と
異
な
る
と
見
ら
れ
る
の
は
、
①
「
令
」
⑨
「
則
」
⑫
「
悉
」
の
三
項
目
で
あ
り
、
い
ず
れ
も

久
遠
寺
本
が
漢
籍
型
で
あ
る
か
漢
籍
型
を
混
ず
る
の
に
対
し
て
、
天
理
本
で
は
仏
書
型
、
乃
至
は
仏
書
・
和
化
漢
文
型
に
な
っ
て
い
る
。
他

の
六
項
目
は
久
遠
寺
本
と
同
様
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
内
⑭
「
也
」
⑮
「
況
」
⑯
「
不
能
」
は
、
漢
籍
型
、
又
は
漢
籍
型
を
混
ず
る
と
言
っ

て
も
、
こ
れ
ら
の
場
合
の
漢
籍
型
は
い
ず
れ
も
仏
書
型
で
も
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
③
「
於
」
⑦
「
欲
」
⑧
「
之
」
も
仏
書
型
、
乃
至
は
仏
書
・

和
化
漠
文
型
で
あ
り
、
結
局
の
所
、
以
上
の
助
字
等
で
見
る
限
り
天
理
本
は
、
仏
書
型
の
読
み
が
さ
れ
て
い
る
か
そ
の
傾
向
が
強
い
と
言
う

こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
に
よ
れ
ば
久
遠
寺
本
は
、
仏
書
型
若
し
く
は
和
化
漠
文
型
の
傾
向
が
か
な
り
強
い
も
の
の
、
天
理
本
に
比
べ
れ
ば
漢

籍
型
の
部
分
も
少
な
く
な
い
皇
一
口
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

な
お
、
右
の
如
く
天
理
本
が
概
し
て
仏
書
式
に
読
ま
れ
て
い
る
の
は
、
同
本
の
訓
点
が
も
し
藤
原
家
な
ど
の
博
士
家
の
訓
読
を
伝
え
る
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
博
士
家
の
訓
読
が
元
々
仏
書
式
に
よ
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
直
接
の
加
点
者
が
僧
侶
で
あ
る

こ
と
に
よ
る
の
か
、
或
い
は
、
こ
の
部
分
が
仏
事
関
係
の
願
文
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
か
な
ど
、
種
々
の
原
因
が
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
解

明
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

②
醍
醐
寺
蔵
延
慶
元
年
写
本
と
の
比
較

醍
醐
寺
本
は
、
巻
第
六
、
即
ち
「
奏
状
中
」
の
内
、
冒
頭
の
一
首
の
み
を
欠
く
殆
ど
全
部
を
有
し
、
僧
禅
兼
の
延
慶
元
年
（
一
三
〇
八
）
の

（34）

書
写
奥
書
が
あ
る
。
こ
の
内
前
半
部
に
つ
い
て
、
先
に
準
じ
て
検
討
を
行
う
。
対
象
と
さ
れ
る
助
字
等
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
令
（
使
役
）
　
②
耳
・
而
巳
　
④
以
為
・
謂
　
⑥
言
・
辞
（
コ
ト
・
コ
ト
バ
）
　
⑦
欲
　
⑨
則
　
⑩
日
（
呼
応
）
　
⑪
悉
（
副
詞
）
　
⑳
而

（
文
頭
）
　
⑳
者
（
引
用
）
　
⑭
也
　
⑮
況
（
呼
応
）

な
お
、
繁
を
避
け
て
、
久
遠
寺
本
と
同
様
の
訓
法
で
あ
る
も
の
は
多
く
そ
の
結
論
の
み
を
記
し
、
他
の
簡
略
に
述
べ
る
。

①
「
令
」
（
使
役
）
　
　
（
久
遠
寺
本
）
漢
籍
型
　
－
　
（
醍
醐
寺
本
）
同

②
「
耳
・
而
巳
」



ク

　

　

　

　

ア

イ

　

　

レ

ン

ヲ

　

ナ

ラ

ク

ノ

ミ

仰
明
－
時
之
哀
華
軽
）
憐
（
平
）
而
巳
　
（
湖
）

が
1
例
あ
る
の
み
で
あ
る
。

（
久
遠
寺
本
）
漢
籍
型
、
仏
書
型
混
清
　
－
　
（
醍
醐
寺
本
）
仏
書
型
か

④
「
以
為
・
謂
」

ヲ
モ
ハ
ク
　
　
レ
ト
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ホ
ウ
ス
ル
コ
ト
　
ヲ

謂
＝
・
勿
以
儒
雅
之
事
報
　
　
国
臭
（
1
8
2
）

ハ
ム

と
、
漢
籍
式
に
呼
応
語
「
オ
モ
フ
」
　
の
あ
る
明
ら
か
な
例
が
1
例
あ
る
。
他
に
、

ヲ
モ
バ
ク
　
　
　
　
　
レ
ト
　
テ
シ
ユ
　
　
　
　
カ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ホ
ウ
ス
ル
コ
ト
　
こ

㌣
鉾
頂
以
儒
（
平
濁
）
雅
（
上
濁
）
之
事
報
国
臭
（
望

「
ヘ
リ
」
（
朱
）

ヲ

モ

ハ

ム

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

リ

ト

拙
韻
受
領
者
丁
生
丁
度
之
官
（
平
軽
）
菜
（
平
）
也
（
響

（35）

が
あ
る
。

（
久
遠
寺
本
）
漢
籍
型
の
傾
向
が
強
い
　
－
　
（
醍
醐
寺
本
）
同
か

⑥
「
言
・
辞
」
（
コ
ト
・
コ
ト
バ
）

コ
ノ
コ
ー
ト
ゴ
ノ

「
斯
言
」
　
（
歳
）
　
の
1
例
の
み
が
あ
る
。

（
久
遠
寺
本
）
漢
籍
型
1
（
醍
醐
寺
本
）
同

⑦
「
欲
」
　
　
（
久
遠
寺
本
）
仏
書
・
和
化
漢
文
型
　
－
　
（
醍
醐
寺
本
）
同

⑧
「
則
」

キ

ス

レ

ハ

　

　

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

3

6

）

「
今
則
」
（
竺
　
「
擬
（
上
濁
）
思
…
則
」
（
2
1
0
）
な
ど
、
附
訓
さ
れ
て
い
な
い
例
が
殆
ど
で
あ
る
が
、
1
例
の
み
「
ス
ナ
ハ
チ
」
の
附
訓
例
が
あ

る
。

久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
清
原
教
隆
点
の
訓
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ミ

チ

ナ

ハ

コ

ウ

　

カ

ク

ニ

　

　

チ

ラ

ク

ハ

若
…
境
港
（
平
）
墾
（
入
軽
濁
）
則
恐
…
（
1
2
1
）

ま
た
、
無
訓
例
の
中
に
2
例
（
一
箇
所
）
の
み
、
上
に
「
ト
キ
ン
バ
」
が
読
添
え
ら
れ
た
、
明
ら
か
な
漢
籍
式
の
不
読
例
が
あ
る
が
（
久
遠
寺

本
の
対
応
部
も
同
様
）
、
漢
籍
の
引
用
文
中
の
例
で
あ
る
。

輿
平
）
瞥
平
濁
）
（
人
名
）
致
祈
ル
。
ト
墾
輿
ス
ト
キ
ン
ハ
則
瞥
ハ
可
塑
ル
ト
キ
ン
ハ
則
野
人
軽
）
顛
軋
塵
（
鋤
・
型

（
久
遠
寺
本
）
漢
籍
型
　
－
　
（
醍
醐
寺
本
）
漢
籍
型
、
仏
書
・
和
化
漠
文
型
混
清
か

⑩
「
日
」
　
（
呼
応
）

イ

ハ

タ

　

リ

ト

呼
応
語
の
あ
る
例
は
、
右
項
「
則
」
に
掲
げ
た
「
日
…
在
」
（
型
1
例
の
み
で
あ
る
。

呼
応
語
「
ト
イ
フ
」
が
漢
籍
の
特
徴
と
さ
れ
、
呼

応
語
「
ト
」
は
漢
籍
、
仏
書
と
も
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
和
化
漢
文
は
こ
れ
ら
の
呼
応
語
が
無
い
と
さ
れ
る
。

（
久
遠
寺
本
）
漢
籍
型
1
（
醍
醐
寺
本
）
仏
書
型
か
若
し
く
は
漢
籍
型

⑫
「
悉
」
（
副
詞
）

コ

ト

〈

ク

ニ

　

　

　

　

タ

ニ

「
威
　
　
」
（
2
9
）
　
「
悉
」
（
2
7
）
　
の
2
例
が
あ
る
。

（
久
遠
寺
本
）
漢
籍
型
、
仏
書
・
和
化
漢
文
型
混
清
　
－
　
（
醍
醐
寺
本
）
漢
籍
型

⑫
「
而
」
　
（
文
頭
）

シ
カ
ル
ヲ

文
頭
の
「
而
」
は
多
出
し
、
1
例
を
除
き
「
而
」
（
黛
の
如
く
逆
接
に
読
ま
れ
て
い
る
。
「
シ
カ
ル
ヲ
」
（
5
例
）
が
多
い
が
「
シ
カ
ル
ニ
」

（
2
例
）
も
あ
る
。
例
外
と
し
て
、
順
接
で
仏
書
式
に
「
シ
カ
モ
」
と
読
ま
れ
た
例
が
1
例
あ
る
。

セ
ン
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
モ
　
　
　
　
　
　
フ
ト
モ
イ
ケ
リ
ト

…
為
三
位
博
士
　
而
文
時
雄
　
生
…
（
用
）

シ
カ
ウ
シ
て

こ
の
例
は
、
久
遠
寺
本
の
対
応
部
で
は
漢
籍
式
に
「
而
」
と
読
ま
れ
て
い
る
が
、
久
遠
寺
本
で
も
や
は
り
例
外
と
な
る
例
で
あ
る
。

（
久
遠
寺
本
）
和
化
漠
文
型
　
－
　
（
醍
醐
寺
本
）
同

⑬
「
者
」
（
引
用
）



ツ
タ
サ
ム

「
轟

モ
ノ

…
者
也
」
）
。

テ

ヘ

リ

　

　

　

ヘ

シ

ア

ル

　

ヘ

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

ン

テ

イ

サ

ハ

　

キ

…
者
こ
（
鋤
）
「
可
在
…
者
　
也
」
（
「
淫
は
見
消
ち
）
（
用
）
の
2
例
が
あ
る
（
久
遠
寺
本
の
対
応
部
は
夫
々
「
轟
…
者
・
」
「
可
レ
在

（
久
遠
寺
本
）
和
化
漠
文
型
1
（
醍
醐
寺
本
）
同

⑭
「
也
」
　
（
久
遠
寺
本
）
漢
籍
型
（
仏
書
型
）
　
－
　
（
醍
醐
寺
本
）
同

⑮
「
況
」
（
呼
応
）
　
（
久
遠
寺
本
）
漢
籍
型
（
仏
書
塑
）
、
和
化
漠
文
型
混
清
－
　
（
醍
醐
寺
本
）
同

以
上
、
醍
醐
寺
本
と
久
遠
寺
本
と
を
比
較
す
る
と
、
天
理
本
に
比
べ
て
、
両
本
は
概
し
て
近
似
し
た
読
み
方
が
さ
れ
て
お
り
、
異
な
る
と

シ

カ

ル

ヲ

　

テ

ヘ

リ

　

テ

イ

レ

バ

さ
れ
た
項
目
も
、
さ
ほ
ど
大
き
な
相
違
や
明
確
な
相
違
で
は
な
い
。
そ
の
中
で
、
和
化
漢
文
式
の
「
而
　
」
「
者
」
（
「
者
　
」
）
が
両
本
に
共
通

す
る
点
が
、
特
に
注
意
さ
れ
よ
う
か
。

四
、
む
　
　
す
　
　
び

助
字
を
中
心
と
す
る
以
上
の
検
討
よ
り
、
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
の
訓
法
は
、
明
経
家
の
清
原
教
隆
の
加
点
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
漢
籍
と

は
異
な
る
、
仏
書
式
や
和
化
漢
文
式
の
訓
法
の
色
彩
が
相
当
に
濃
厚
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
が
ど
う
い
う
理
由
に
よ
る
の
か
、
ど

の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
が
次
の
間
題
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
以
後
検
討
す
べ
き
方
向
や
残
さ
れ
た
問
題

な
ど
に
つ
い
て
思
う
所
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

小
林
芳
規
博
士
は
、
漢
籍
の
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
の
訓
法
と
、
仏
書
の
倭
点
法
華
経
及
び
教
行
信
証
（
親
鸞
自
筆
本
）
の
訓
法
と
を
比
較

さ
れ
、
そ
の
相
違
の
原
因
に
つ
い
て
、
0
群
書
治
要
が
平
安
初
期
訓
法
な
い
し
古
語
法
を
残
存
し
て
い
る
結
果
生
じ
た
相
違
、
0
教
行
信
証

が
新
し
い
訓
法
又
は
特
異
な
訓
法
を
持
つ
為
の
相
違
、
日
原
漢
文
の
措
辞
に
原
因
を
持
つ
も
の
、
そ
の
他
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
群

ノ

　

ミ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

ツ

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

3

7

）

書
治
要
に
お
け
る
「
之
」
「
則
」
の
不
読
、
「
ラ
ク
而
巳
」
「
マ
ク
・
コ
ト
ヲ
欲
」
を
、
H
に
当
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
小
林
芳
規
博
士
は
ま

た
、
清
原
教
隆
が
、
書
陵
部
蔵
春
秋
経
伝
集
解
の
訓
読
に
お
い
て
、
頼
業
所
伝
の
伝
統
的
家
説
を
忠
実
に
伝
承
し
て
お
り
、
金
沢
文
庫
本
群

久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
清
原
教
隆
点
の
訓
法
に
つ
い
て
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（38）

書
治
要
経
部
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
は
伝
統
的
家
説
に
基
き
、
自
説
に
よ
る
訓
法
の
改
変
も
行
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
漢
籍
の
訓
法
が
伝
統
的
な
古
い
訓
法
を
伝
え
る
面
が
強
い
の
に
対
し
て
、
仏
書
の
訓
法
に
は
史
的
変
遷
に
基
く
新
し
い
訓
法

が
取
入
れ
ら
れ
易
か
っ
た
こ
と
が
、
漢
籍
と
仏
書
と
の
訓
法
に
差
が
生
じ
た
理
由
の
大
き
な
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
久

コ

レ

ヲ

　

ラ

タ

ノ

ミ

　

　

　

　

オ

モ

フ

遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
に
お
け
る
「
之
」
「
而
巳
」
「
ム
ト
欲
」
な
ど
の
仏
書
式
の
訓
法
は
、
漢
籍
式
の
伝
統
的
訓
法
に
よ
ら
な
い
新
し
い
訓
法
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
に
こ
の
よ
う
な
訓
法
が
行
わ
れ
て
い
る
原
因
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
一
つ
に
は
、
教
隆
が
本
書
に
加

点
す
る
に
際
し
て
、
何
ら
か
の
仏
家
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
（
僧
侶
に
よ
る
訓
読
が
下
敷
き
に
な
っ
て
い
た
よ
う
な
場
合
を
含
め
）
可
能
性
も
考
え

ら
れ
よ
う
。
そ
の
場
合
、
多
く
の
伝
本
を
残
す
、
本
朝
文
粋
の
巻
第
十
三
、
十
四
が
、
願
文
を
中
心
と
す
る
仏
教
の
法
会
関
係
の
文
章
を
収

め
て
い
る
こ
と
も
、
関
わ
る
点
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
前
節
で
検
討
し
た
如
く
、
天
理
本
で
は
久
遠
寺
本
以
上
に
仏
書
に
通
ず
る

訓
法
の
色
彩
が
濃
厚
で
あ
り
、
も
し
天
理
本
が
藤
原
家
等
の
博
士
家
の
訓
読
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
儒
者
に
よ
る
本
朝
文

粋
の
訓
読
に
お
い
て
、
仏
書
式
の
訓
法
が
多
く
取
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
相
当
に
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
（
訓
の
系
統
は
未
詳

で
あ
る
が
醍
醐
寺
本
も
久
遠
寺
本
に
比
較
的
近
い
訓
法
が
さ
れ
て
い
た
）
。

ま
た
別
の
見
方
と
し
て
、
儒
者
の
訓
法
が
伝
統
的
な
古
い
訓
法
を
受
継
ぐ
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
は
、
日
本
漢
詩
文
を
含
む
、
漢
籍
以
外

の
漢
文
・
典
籍
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
漢
籍
式
の
訓
法
が
適
用
さ
れ
て
読
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
ど
う
な
の
か
、
と
い
う
こ

と
を
も
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
教
隆
が
漢
文
の
訓
読
に
お
い
て
伝
統
的
家
説
を
受
継
い
で
い
る
と
さ
れ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
平
安
時

代
か
ら
清
原
家
に
お
い
て
訓
読
が
行
わ
れ
て
い
た
特
定
の
漢
籍
（
経
書
）
に
つ
い
て
で
あ
り
、
し
か
も
春
秋
経
伝
集
解
等
、
同
一
の
漢
籍
の
訓

読
に
つ
い
て
比
較
し
て
得
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
訓
法
の
多
く
の
点
は
、
紀
伝
家
所
管
の
漢
籍
を
含
め
広
く
漢
籍
に
通
ず
る
も
の

で
は
あ
る
が
、
漢
籍
で
は
な
い
国
書
な
ど
の
訓
読
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
、
疑
っ
て
み
る
必
要
が
あ

（39）

る
か
も
知
れ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
漢
籍
の
訓
読
語
が
即
ち
儒
者
の
訓
読
語
の
全
体
像
で
あ
る
の
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点



に
つ
い
て
は
、
本
朝
文
粋
の
加
点
本
が
鎌
倉
初
期
（
若
し
く
は
院
政
期
）
以
降
の
も
の
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
、
即
ち
本
朝
文
粋
の
加
点
が
行

わ
れ
始
め
た
、
或
い
は
本
朝
文
粋
の
訓
法
が
成
立
し
た
の
が
そ
の
頃
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
を
も
、
絡
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、

本
朝
文
粋
は
元
々
、
実
際
に
奏
状
や
願
文
等
を
作
成
す
る
際
に
文
例
集
と
し
て
用
い
ら
れ
る
実
用
書
と
し
て
の
性
格
の
強
い
も
の
と
考
え
ら

（40）

れ
て
お
り
、
そ
の
事
が
訓
読
に
お
い
て
、
仏
書
と
同
様
に
、
古
い
訓
法
に
よ
ら
な
い
当
時
の
訓
法
を
よ
り
反
映
す
る
傾
向
を
生
じ
さ
せ
る
一

つ
の
要
因
と
な
っ
た
と
い
う
よ
う
な
可
能
性
を
も
考
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

因
み
に
、
漢
籍
に
お
い
て
字
音
語
は
漢
音
で
読
ま
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る
が
、
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
に
お
い
て
は
、
漢
音
で
読
ま
れ
る
字

音
語
が
比
較
的
多
い
も
の
の
そ
れ
一
辺
到
で
は
な
く
、
呉
音
で
読
ま
れ
る
漢
語
も
少
な
く
な
い
。
し
か
も
本
書
で
は
、
音
合
符
に
お
い
て
漢

（41）

音
は
中
央
、
呉
音
は
右
寄
り
と
い
う
書
分
け
の
原
則
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
教
隆
が
字
音
の
漠
・
呉
に
注
意
を
払
っ
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
意
識
的
に
漢
籍
と
は
異
な
る
訓
法
を
行
っ
た
こ
と
の
一
つ
の
現
れ
と
も
見
ら
れ
よ
う
。
ま
た
上
述
の
如
く
、
漢
籍
の

引
用
に
お
い
て
は
、
他
の
部
分
と
は
区
別
さ
れ
て
漢
籍
式
の
訓
法
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
は
逆
に
言
え
ば
、
漢
籍
の
引
用
以
外
は
、
意
識

的
に
漢
籍
と
は
異
な
る
訓
法
が
と
ら
れ
た
こ
と
の
現
れ
と
見
ら
れ
よ
う
。

右
述
の
仏
書
に
通
ず
る
訓
法
の
ほ
か
、
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
に
は
、
和
化
漢
文
に
通
ず
る
訓
法
も
あ
っ
た
。
一
般
に
和
化
漢
文
の
訓
法
も

多
く
は
仏
書
と
同
様
、
新
し
い
要
素
が
取
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
第
二
節
の
佃
と
し
て
掲
げ
た
如
く
、
仏
書
と
同
様
に

読
ま
れ
る
助
字
類
も
少
な
く
な
い
。
た
だ
、
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
の
巻
第
二
～
七
の
官
符
や
奏
状
な
ど
の
公
文
書
類
に
集
中
し
て
い
た
、
文

シ

カ

ル

ヲ

　

　

　

　

テ

イ

レ

バ

頭
の
「
而
」
、
引
用
の
「
者
」
な
ど
は
、
措
辞
の
問
題
も
関
わ
っ
て
い
よ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
官
符
の
漢
文
体
は
、
従
来
正
格
漢
文

と
し
て
説
か
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
近
年
吉
野
政
治
氏
は
、
明
法
家
の
中
原
家
の
訓
法
を
伝
え
る
天
理
図
書
館
蔵
（
観
智
院

本
）
類
璽
一
代
格
鎌
倉
時
代
写
本
（
文
永
五
年
加
点
）
所
収
の
太
政
官
符
に
お
け
る
「
而
」
字
の
用
法
を
検
討
さ
れ
、
接
続
詞
的
用
法
（
文
頭

の
用
法
）
で
は
総
て
逆
接
の
機
能
を
果
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
（
訓
点
で
も
総
て
「
シ
カ
ル
ヲ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
）
、
変
体
漢
文
（
和

（42）

化
漢
文
）
の
特
徴
を
有
す
る
こ
と
を
具
体
的
に
論
ぜ
ら
れ
た
。
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
巻
第
二
～
七
の
文
頭
の
「
而
」
が
殆
ど
悉
く
「
シ
カ
ル
ヲ
」

久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
清
原
教
隆
点
の
訓
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
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と
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
こ
れ
ら
の
公
文
書
類
の
和
化
漢
文
に
通
ず
る
措
辞
が
関
わ
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
よ
う
。
今
後
、
本
朝
文
粋
の

と
り
わ
け
巻
第
二
～
七
の
訓
法
に
つ
い
て
は
、
明
法
家
の
中
原
家
や
坂
上
家
に
よ
る
官
符
や
律
、
令
な
ど
の
訓
法
と
も
比
較
し
て
み
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

本
朝
文
粋
以
外
の
典
籍
中
の
、
同
種
の
日
本
漢
文
に
お
け
る
訓
法
と
の
比
較
と
い
う
こ
と
で
は
、
本
朝
文
粋
巻
第
十
三
、
十
四
の
表
白
や

原
文
等
、
仏
教
の
法
会
関
係
の
文
章
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
加
点
本
が
多
く
現
存
す
る
遍
照
発
揮
性
霊
集
（
原
則
と
し
て
僧
侶
の
加
点
、
注

（43）

（
3
）
（
3
9
）
も
参
照
）
の
訓
法
な
ど
と
比
較
し
て
み
る
方
途
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
和
漢
朗
詠
集
や
新
撰
朗
詠
集
等
に
所
収
の
日

本
漢
詩
文
の
訓
法
、
と
り
わ
け
博
士
家
の
訓
法
と
比
較
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
勿
論
で
あ
る
。

本
朝
文
粋
の
他
の
点
本
と
の
比
較
を
更
に
進
め
る
こ
と
も
、
当
然
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

注
（
1
）
　
主
に
、
阿
部
隆
一
「
本
朝
文
粋
伝
本
考
－
身
葉
を
中
心
と
し
て
－
」
（
身
延
山
久
遠
寺
編
『
㌍
贈
本
朝
文
粋
』
写
真
複
製
本
附
載
、
昭
和
5
5
年
9

月
）
　
に
よ
る
。

（
2
）
　
阿
部
隆
一
、
注
（
1
）
論
考
に
詳
し
い
。
今
一
度
、
一
部
の
巻
の
奥
書
を
掲
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

（
巻
第
三
）
文
永
六
年
五
月
廿
一
日
以
相
州
御
／
本
書
馬
鮎
校
畢
抑
此
御
本
裁
ヴ
最
明
寺
禅
門
之
御
時
仰
故
教
／
隆
真
人
加
鮎
而
巳

（
巻
第
十
三
）
建
治
二
年
潤
三
月
十
六
日
於
二
階
堂
杉
谷
／
令
書
寓
畢
／
本
云
最
明
寺
禅
門
之
御
時
仰
故
教
隆
真
人
被
／
加
鮎
t
雪

他
の
巻
の
奥
書
を
含
め
、
教
隆
加
点
本
を
文
永
六
（
一
二
六
九
）
～
八
年
に
転
写
し
、
そ
れ
を
更
に
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
に
転
写
し
た
本
で
あ

る
こ
と
が
判
る
。

（
3
）
　
博
士
家
（
注
（
4
）
参
照
）
の
訓
点
を
持
つ
日
本
漢
詩
文
と
し
て
は
、
本
朝
文
粋
以
外
で
は
例
え
ば
、
和
漢
朗
詠
集
に
、
菅
原
家
の
訓
読
を
伝
え
る

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）
写
本
な
ど
鎌
倉
時
代
の
加
点
本
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
収
載
さ
れ
た
日
本
漢
詩
が
あ
る
（
但
し

和
漢
朗
詠
集
所
収
の
漢
詩
は
佳
句
の
抄
出
で
あ
る
の
で
断
片
的
な
も
の
と
な
る
）
。
ま
た
、
仏
書
の
一
つ
と
さ
れ
る
が
空
海
作
の
表
白
や
願
文
な
ど

の
漢
詩
が
収
載
さ
れ
た
遍
照
発
揮
性
霊
集
の
醍
醐
寺
蔵
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
書
写
加
点
本
に
は
、
藤
原
敦
周
に
よ
る
訓
読
が
褐
色
筆
で
校
合
さ



れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
敦
周
の
訓
説
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
　
（
注
（
3
9
）
も
参
照
）
。

（
4
）
　
本
稿
で
は
「
儒
者
」
を
便
宜
上
、
漢
籍
の
訓
読
を
専
門
と
す
る
明
経
家
・
紀
伝
家
の
儒
者
の
総
称
と
し
て
用
い
る
（
他
の
明
法
家
や
典
薬
家
な
ど

は
含
め
て
い
な
い
）
。
「
博
士
家
」
も
同
様
に
用
い
る
。

（
5
）
　
阿
部
隆
一
、
注
（
1
）
論
考
に
お
い
て
も
「
そ
の
詳
細
な
訓
点
は
鎌
倉
時
代
切
っ
て
の
鴻
儒
の
加
点
に
な
り
、
（
中
略
）
仏
典
・
純
漢
籍
に
非
ざ
る
、

日
本
の
漢
文
に
対
す
る
訓
点
と
い
う
意
味
に
於
て
も
国
語
学
上
の
重
要
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
6
）
　
小
林
芳
規
『
師
海
糎
綿
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
（
昭
和
4
2
年
3
月
、
第
二
刷
昭
和
5
5
年
9
月
）
序
章
第
三
節
第
二
唄
「
訓
読
語
法
に
基
く

訓
点
資
料
の
分
類
」
、
第
二
早
第
二
節
「
仏
書
と
の
相
違
を
主
と
す
る
訓
法
」
。

（
7
）
　
山
本
真
吾
「
平
家
物
語
に
於
け
る
漢
語
の
受
容
に
関
す
る
一
考
察
－
　
「
上
皇
御
所
」
の
呼
称
を
め
ぐ
っ
て
－
」
　
（
国
語
学
第
百
五
十
七
集
、
平
成
元
年
6

月）。

（
8
）
　
小
林
芳
規
「
本
朝
文
粋
巻
第
十
三
の
訓
点
」
　
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
平
安
詩
文
残
篇
』
附
載
「
訓
点
解
説
」
昭
和
5
9
年
1
月
）
。

（
9
）
　
金
原
理
「
久
遠
寺
蔵
『
本
朝
文
粋
』
に
つ
い
て
m
」
　
（
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
第
二
号
、
昭
和
4
6
年
3
月
）
、
「
久
遠
寺
蔵
「
本
朝
文
粋
」
に

つ
い
て
（
二
）
」
　
（
法
文
論
草
第
三
十
二
号
文
学
篇
、
昭
和
4
8
年
3
月
）
。

（
1
0
）
　
小
林
芳
規
「
本
朝
文
粋
巻
第
六
延
慶
元
年
書
写
本
（
乾
）
」
　
（
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
紀
要
第
十
号
、
平
成
2
年
3
月
）
。
前
半
部
の
訓
読
文

が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
後
半
部
と
解
題
と
が
「
坤
」
と
し
て
同
紀
要
第
十
一
号
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
と
の
由
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
小
林
芳
規
、
注
（
6
）
論
考
に
よ
る
。
こ
れ
ら
に
は
例
外
も
あ
り
、
と
り
わ
け
仏
書
に
お
い
て
は
宗
派
に
よ
る
相
違
や
時
代
に
よ
る
変
化
も
見
ら
れ

る
由
で
あ
る
が
、
原
則
的
に
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
も
の
に
従
う
。

（
1
2
）
　
テ
キ
ス
ト
に
は
、
注
（
1
）
写
真
複
製
本
を
用
い
る
。
用
例
の
所
在
は
、
巻
・
複
製
本
の
貢
・
行
・
類
目
の
順
に
表
示
す
る
。
な
お
、
久
遠
寺
本
の

訓
点
に
は
一
部
に
別
筆
仮
名
の
混
入
が
見
ら
れ
る
が
、
書
写
者
が
複
数
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
こ
れ
を
完
全
に
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
本

稿
で
は
必
要
に
応
じ
て
別
筆
に
つ
い
て
注
す
る
に
止
め
、
一
々
の
区
別
は
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
1
3
）
　
こ
の
訓
法
は
漢
籍
に
も
存
す
る
。
小
林
芳
規
、
注
（
6
）
論
考
に
よ
れ
ば
、
和
化
漢
文
の
訓
法
が
、
「
ヲ
シ
テ
」
の
読
添
え
も
再
読
も
な
く
「
シ
ム
」

と
の
み
読
ま
れ
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
趣
旨
は
和
化
漢
文
で
は
全
般
的
に
「
ヲ
シ
テ
」
を
伴
う
読
み
方
を
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。

（
1
4
）
　
以
下
「
漢
籍
型
」
「
仏
書
型
」
「
和
化
漢
文
塑
」
「
漢
籍
型
と
仏
書
型
と
の
混
清
」
等
の
術
語
を
用
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
飽
く
ま
で
も
訓
法
の
形
態

面
に
つ
い
て
の
み
の
判
定
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
原
因
の
解
明
に
は
別
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
「
仏
書
型
」
と
称
し
て
も
、
そ
れ

久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
清
原
教
隆
点
の
訓
法
に
つ
い
て
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が
即
ち
仏
書
の
訓
法
や
仏
琢
璧
亀
猪
堰
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
1
9
例
に
は
「
為
－
憲
　
　
　
而
－
己
．
」
（
六
餌
1
奏
状
）
の
1
例
を
含
む
。
い
ず
れ
の
読
み
方
の
用
例
数
に
も
加
え
な
か
っ
た
も
の
に

ク

ラ

ク

　

　

ラ

ク

ノ

ミ

「
仰
…
而
－
己
．
」
（
六
㍑
1
0
奏
状
）
の
「
ラ
ク
」
が
重
複
し
た
例
が
あ
る
。

セ
ム
マ
ク
ノ
ミ

小
林
芳
規
、
注
（
6
）
著
書
三
五
九
頁
に
倭
点
法
華
経
の
「
出
－
現
耳
　
」
の
例
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
で
は
、
「
而

巳
」
は
「
ラ
ク
（
ナ
ラ
ク
）
ノ
ミ
」
が
比
較
的
多
い
の
に
対
し
て
、
「
耳
」
は
「
マ
ク
ノ
ミ
」
が
比
較
的
多
い
。

こ
れ
ら
の
読
み
方
は
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
経
部
に
も
見
ら
れ
る
。

漢
籍
に
も
例
外
的
に
呼
応
語
の
無
い
場
合
が
あ
る
旨
、
小
林
芳
規
、
注
（
6
）
著
書
四
〇
五
貢
に
挙
例
が
あ
る
。

こ
の
例
は
字
音
読
「
訴
－
言
」
に
対
し
て
異
訓
と
し
て
左
傍
に
施
さ
れ
た
和
訓
読
「
ウ
ン
タ
へ
ノ
コ
ト
ハ
」
で
あ
る
が
、
別
筆
か
と
見
ら
れ
る
。

促
音
の
表
記
に
「
ン
」
を
用
い
る
こ
と
も
本
書
で
は
例
外
的
で
あ
る
。

漢
籍
の
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
経
部
に
お
い
て
も
、
特
に
会
話
文
中
な
ど
の
一
人
称
主
語
の
場
合
に
は
「
ム
ト
オ
モ
フ
」
が
少
数
例
あ
る
旨
、
小

林
芳
規
、
注
（
6
）
著
書
三
六
三
頁
に
挙
例
さ
れ
て
い
る
。

金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
経
部
に
も
「
コ
ト
ヲ
オ
モ
フ
」
が
「
墾
ナ
リ
臣
之
如
つ
。
と
を
也
」
（
巻
十
2
1
5
行
）
の
1
例
存
す
る
（
但
し
こ
の
例
は
他
者
（
臣
）

へ
の
望
み
で
あ
る
）
。

周
易
の
こ
の
一
節
は
群
書
治
要
経
部
中
に
も
あ
り
、
金
沢
文
庫
本
で
は
、

ま

　

　

　

　

コ

レ

ヲ

て

ア

ツ

ム

　

　

　

　

　

コ

レ

ヲ

て

ワ

キ

マ

フ

君
－
予
撃
（
音
）
・
以
　
衆
之
・
間
（
音
）
・
以
　
稗
　
之
．
（
巻
一
1
3
9
行
）

と
訓
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

但
し
、
陳
述
の
「
之
」
を
仏
書
式
に
「
コ
レ
ヲ
」
等
に
読
む
例
は
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
経
部
に
も
少
数
例
存
し
、
そ
の
一
端
が
、
小
林
芳
規
「
金

沢
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
の
訓
点
－
経
部
に
つ
い
て
ー
」
（
金
沢
文
庫
研
究
第
二
七
七
号
、
昭
和
5
1
年
9
月
）
に
、
春
秋
経
伝
集
解
の
清
原
頼
業
点
の

助
字
の
訓
法
を
、
教
隆
が
群
書
治
要
に
お
い
て
改
変
し
て
い
る
例
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
1
4
貢
）
。

仏
書
で
も
古
訓
法
に
よ
る
も
の
は
不
読
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
新
訓
法
に
よ
っ
て
お
く
（
あ
と
の
⑩
「
日
」
も
こ
れ
に
準
ず
る
）
。

金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
経
部
に
お
い
て
も
文
頭
例
が
稀
に
存
す
る
が
、
い
ず
れ
も
附
訓
さ
れ
て
い
な
い
。

尚
書
の
こ
の
一
節
は
群
書
治
要
経
部
中
に
も
あ
り
、
金
沢
文
庫
本
で
は
、

コ
ト
ノ
′
＼
ク
に
ヤ
ス
シ

警
日
〉
無
二
華
の
賢
碩
学
邦
・
威
　
寧
・
（
巻
二
3
8
行
）
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と
訓
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
経
部
に
も
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
」
が
存
す
る
が
、
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
こ
」
よ
り
も
か
な
り
劣
勢
で
あ
る
。

金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
経
部
に
も
、
文
頭
の
「
而
」
　
に
逆
接
の
例
が
少
数
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
シ
カ
ル
ヲ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
掲
げ
た
以
外
の
も
う
1
例
の
「
テ
ィ
リ
」
は
別
筆
か
と
見
ら
れ
、
こ
れ
と
同
一
の
文
脈
（
「
・
者
依
奏
」
の
常
套
句
）
は
他
で
は
総
て
「
テ

ィ
レ
バ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。

サ

ラ

ン

　

　

　

　

に

モ

ノ

ニ

ハ

名
詞
を
受
け
る
例
と
し
て
、
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
に
は
「
不
レ
能
自
l
存
者
・
」
　
（
二
8
3
詔
）
な
ど
が
見
ら
れ
る
（
「
こ
」
が
読
添
え
ら
れ
る
）
。

ノ

タ

ウ

バ

ク

ノ

タ

ウ

バ

ク

　

ヒ

ネ

モ

ス

但
し
、
漢
籍
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
古
訓
法
と
さ
れ
る
「
日
　
・
云
　
　
」
「
終
日
」
　
（
仏
書
に
多
い
　
「
ヒ
メ
モ
ス
」
は
無
し
）
　
が
見
ら
れ
る
ほ

オ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

ト

か
、
や
は
り
漢
籍
に
特
徴
的
と
さ
れ
る
「
呼
」
も
1
例
存
す
る
。
こ
の
ほ
か
古
訓
法
と
さ
れ
る
「
者
」
も
散
見
さ
れ
る
。

小
林
芳
規
、
注
（
8
）
論
考
。

天
理
本
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
注
（
8
）
　
『
平
安
詩
文
残
篇
』
所
収
写
真
複
製
を
用
い
る
。
用
例
の
所
在
は
複
製
本
の
頁
・
行
の
順
に
表
示
す
る
。
な

ノ

ミ

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

　

ノ

ミ

ナ

リ

お
天
理
本
に
は
、
例
え
ば
「
而
己
」
の
附
訓
例
と
し
て
「
塔
（
入
）
婆
（
上
濁
）
而
－
巳
」
　
（
2
0
6
2
）
、
「
翠
…
而
巳
」
　
（
2
1
1
1
）
　
の
2
例
が
見
ら
れ
る
が
、
こ

の
よ
う
に
附
訓
例
が
あ
っ
て
も
漢
籍
式
、
仏
書
式
等
の
判
断
の
出
来
な
い
助
字
等
は
、
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
。

醍
醐
寺
本
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
小
林
芳
規
、
注
（
1
0
）
論
考
に
掲
載
の
写
真
版
（
前
半
部
欄
行
目
ま
で
掲
載
）
を
用
い
、
写
真
で
不
鮮
明
な
箇
所
は

訓
読
文
を
参
看
し
て
解
読
し
た
。

ヲ

モ

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

モ

小
林
芳
規
、
注
（
1
0
）
論
考
の
訓
読
文
で
は
、
夫
々
「
以
－
為
ク
…
勿
レ
ト
〔
ィ
、
以
－
為
へ
リ
〕
〔
臭
〕
」
「
以
為
ハ
ム
…
官
0
（
平
軽
）
柴
0
（
平
）
ナ
リ
ト

ヲ
モ

《
以
為
》
（
再
読
）
ヘ
リ
〔
也
〕
」
と
さ
れ
て
い
る
。

ヲ
モ
ヘ
リ

小
林
芳
規
、
注
（
1
0
）
論
考
の
訓
読
文
で
は
、
こ
れ
ら
附
訓
の
無
い
　
「
則
」
は
大
部
分
不
読
と
さ
れ
て
い
る
。

小
林
芳
規
、
注
（
6
）
著
者
四
七
一
貢
。

小
林
芳
規
、
注
（
6
）
著
書
第
五
章
第
四
節
第
二
項
「
清
原
家
訓
読
に
お
け
る
頼
業
と
教
隆
」
、
注
（
2
3
）
論
考
。

小
林
芳
規
博
士
は
、
注
（
6
）
著
書
第
六
章
第
二
節
「
博
士
家
学
者
の
関
係
せ
る
仏
書
の
訓
法
」
に
お
い
て
、
覚
連
房
聖
範
の
訓
読
を
伝
え
る
醍
醐

寺
蔵
遍
照
発
揮
性
霊
集
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
写
本
に
褐
色
筆
で
校
合
さ
れ
た
藤
原
式
家
敦
周
の
訓
説
（
注
（
3
）
も
参
照
）
を
、
覚
連
房
の
訓
説

と
比
較
さ
れ
、
他
の
漢
籍
に
も
見
ら
れ
る
古
い
訓
法
を
残
し
て
い
る
こ
と
、
字
音
が
漢
音
系
で
あ
る
こ
と
な
ど
よ
り
、
「
敦
周
点
が
漢
籍
読
の
し
か

も
博
士
家
読
に
従
っ
て
い
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
「
助
字
の
訓
法
の
相
違
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
例
の
中
に
は
、
敦
周
が

久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
清
原
教
隆
点
の
訓
法
に
つ
い
て
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一
五
六

オ
ノ
ヽ
キ

特
に
、
漢
籍
に
特
徴
的
と
さ
れ
る
訓
法
を
行
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
は
含
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
（
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
「
（
略
）
棟

の
紅
麹
蟹
航
捕
縄
誼
髭
鮮
㌶
午
と
読
ん
で
い
る
が
、
陳
述
の
「
之
」
を
屡
二
。
レ
」
と
読
む
の
は
藤
原
武
家

二
七
〇
貢
）
。
但
し
古
い
訓
法
を
残
し
た
も
の
と
さ
れ
る
中
に
、
敦
周
「
古

イ

フ

　

ヲ

文
道
　
〔
之
〕
」
、
覚
蓮
房
「
道
レ
之
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
と
も
か
く
も
、
と
り
わ
け
助
字
類
の
訓
法
に
お
い
て
漢
籍
と
仏
書
と
の
対
立
が
頭
著
に

ミ
チ
ナ
リ

見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
、
そ
の
助
字
の
訓
読
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
敦
周
点
が
さ
し
て
漢
籍
式
と
さ
れ
る
訓
法
を
と
っ
て
い
な
い
ら
し
く
見
ら
れ
る

こ
と
は
、
或
い
は
藤
原
式
家
の
訓
読
の
性
格
に
も
関
わ
る
所
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
儒
者
に
よ
る
仏
書
の
訓
読
法
と
し
て
も
勿
論
、
儒
者
に
よ

る
日
本
漢
詩
文
（
性
霊
集
は
仏
書
と
さ
れ
る
が
一
種
の
漠
詩
文
集
で
も
あ
る
）
の
訓
読
法
と
し
て
も
、
本
朝
文
粋
の
訓
読
法
と
併
せ
て
、
注
意
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
4
0
）
　
川
口
久
雄
『
平
安
朝
日
本
漠
文
学
史
の
研
究
』
（
下
巻
昭
和
3
6
年
3
月
、
三
訂
版
下
昭
和
6
3
年
1
2
月
）
第
二
十
一
章
第
二
節
「
藤
原
明
衡
と
本
朝

文
粋
」
に
、
「
文
章
生
・
得
業
生
た
ち
が
詩
賦
や
策
問
の
考
試
に
応
ず
る
た
め
の
参
考
典
範
と
な
り
、
文
人
・
学
儒
た
ち
が
詩
序
や
願
文
や
上
表
や

奏
状
な
ど
を
依
頼
さ
れ
て
執
筆
す
る
と
き
の
模
範
文
例
と
な
り
、
鑑
賞
と
実
用
と
の
両
面
に
役
立
っ
た
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
大
曽

根
章
介
「
『
本
朝
文
粋
』
成
立
試
論
－
r
扶
桑
集
k
と
の
関
係
に
つ
い
て
ー
」
（
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
文
学
科
第
暫
号
、
平
成
2
年
2
月
）
で
は
更
に
実

用
面
が
強
調
さ
れ
て
、
「
我
々
は
本
書
を
美
文
を
収
録
し
た
文
学
作
品
と
し
て
鑑
賞
享
受
し
て
い
る
が
、
当
時
に
お
い
て
も
現
在
と
同
様
に
享
受
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
編
者
は
後
人
が
文
章
を
作
成
す
る
時
の
手
本
に
す
る
と
い
う
実
用
的
な
目
的
で
本
書
を
編
纂
し
た
の
で
あ
り
、
読
者
は
実
用

書
と
し
て
使
用
し
た
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
竺
　
相
谷
嘉
弘
「
身
延
本
本
朝
文
粋
の
漢
語
」
（
『
地
頭
遥
国
語
研
究
論
集
』
昭
和
6
1
年
1
0
月
）
（
『
日
本
漢
語
の
系
譜
－
そ
の
摂
取
と
表
現
－
』
昭
和
6
2

年
7
月
に
も
同
趣
の
論
考
所
収
）
、
拙
稿
「
音
合
符
に
お
け
る
漢
音
、
呉
音
の
区
別
に
つ
い
て
－
久
遠
寺
蔵
「
本
朝
文
粋
」
を
中
心
に
ー
」
（
国
語
学
会
中

国
四
国
支
部
第
三
十
一
回
大
会
研
究
発
表
要
旨
、
国
語
学
第
百
四
十
八
集
、
昭
和
6
2
年
3
月
、
ま
た
同
第
百
五
十
四
集
1
1
0
頁
の
正
誤
表
も
参
照
）
・
。

（
竺
　
吉
野
政
治
「
官
符
の
文
体
－
「
而
」
字
の
用
法
に
つ
い
て
ー
」
（
訓
点
譜
と
訓
点
資
料
第
八
十
韓
、
昭
和
6
3
年
6
月
）
。
な
お
、
観
智
院
本
類
衆
三
代

シ

メ

ヨ

格
に
は
「
…
七
道
諸
国
符
僻
・
…
令
よ
有
廿
僧
者
・
」
（
甜
貢
3
行
、
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
古
代
史
籍
続
集
』
所
収
写
真
複
製
に
よ
る
）
な
ど
、

引
用
の
「
者
」
と
見
ら
れ
る
例
も
幾
つ
か
存
す
る
が
、
い
ず
れ
も
附
訓
さ
れ
て
い
な
い
。

（
竺
　
性
霊
集
を
含
む
、
空
海
撰
述
書
の
古
訓
点
に
つ
い
て
は
、
日
本
雅
章
氏
の
「
高
山
寺
蔵
本
文
鏡
秘
府
論
長
寛
点
」
（
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』

昭
和
5
5
年
1
2
月
）
、
「
空
海
撰
述
書
の
古
訓
点
に
つ
い
て
ー
そ
の
性
格
と
研
究
の
構
想
－
」
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
七
十
七
韓
、
昭
和
6
2
年
3
月
）
以
下



の
一
連
の
研
究
が
あ
り
、
今
後
更
に
進
め
ら
れ
る
も
の
も
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
性
霊
集
の
訓
点
に
つ
い
て
は
「
高
山
寺
蔵
性
霊
集
巻
第
五
に

つ
い
て
」
（
『
平
成
元
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
』
平
成
2
年
3
月
）
が
あ
る
。
高
山
寺
蔵
性
霊
集
巻
第
五
に
つ
い
て
は
、

松
本
光
隆
氏
の
「
高
山
寺
蔵
性
霊
集
巻
第
五
鎌
倉
初
期
点
訓
読
文
」
（
同
前
）
も
あ
る
。

［
附
記
］
　
本
稿
は
、
第
十
五
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
集
会
（
平
成
2
年
8
月
、
於
広
島
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
基
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、

小
林
芳
規
先
生
に
は
貴
重
な
御
意
見
を
賜
わ
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
上
げ
る
。
ま
た
別
の
場
に
お
い
て
、
工
藤
重
炬
氏
、
山
本
真
吾
氏
に
も
種
々

御
教
示
を
賜
わ
っ
た
。
併
せ
て
お
礼
申
上
げ
る
。

久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
清
原
教
隆
点
の
訓
法
に
つ
い
て




